
「地震」に「自信」ありますか?みんなで防災学習ホールへ行こう!
「男女共同参画社会を目指して」
男女共同参画に関する市民意識調査の結果概要をお知らせします

「ただいまァー 蛇口をひねって 水ゴクリ」6月1日（日）から7日（土）は水道週間です

特定健診・後期高齢健診・介護予防検診を実施します

市職員募集（大卒・短大卒・障害者）

「市消防団分団名、管轄行政区の変更について」

ほのか診察室　慢性硬膜下血腫にご注意!
http://www.city.shinshiro.lg.jp
E-mail  info@city.shinshiro.lg.jp
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32-3223

22-0372

24-1212

24-0700

36-0002

22-2863

22-1150

23-8531

32-1026

22-0026

22-2861

23-4321

35-0022

22-2266

34-0021

32-3223

32-0020

34-0021

23-6800

24-4026

32-1515

23-6800

24-1777

23-7772

35-1003

23-8531

24-1661

35-0811

24-4026

22-0372

今月の人口
平成20年5月1日現在（前月比）

※転出の取り消しなどで、総人口前月比の合計と
   異動事由の集計が一致しない月もあります。

総人口… 51,722人（　－6）

男……… 25,419人（　＋9）

女……… 26,303人（－15）

世帯数…………16,444世帯

緊 急 医

休 日 診 療 所

暮らしのカレンダー 緊急医

出生……24人

死亡……46人

転入…186人

転出… 173人

【文】文化会館　　　【青】青年の家　　　【体】市民体育館

【西】西部公民館　　【資】歴史資料館　　【は】はつらつセンター

【観】観来館　　　　【開】作手開発センター

QRコードを利用しますと

携帯電話から緊急医の

情報をご覧になれます。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

新城休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8

☎23-3665

至鳳来
消防防災
センター

新城東高校東郷西小

東新町

眼　 科

午前9時30分～午後4時30分

医　 科

午前9時～正午

開 設 日

開 設 場 所

歯　 科

整形外科

皮 膚 科

6月　1日（日）・　8日（日）

　　　15日（日）・ 22日（日）

　　29日（日）

石川整形外科
クリニック
☎24-6500

（平　井）

平日／午後7時～午後11時

平日／午後7時～午後11時

17 火 夜
☎24-6022

皮フ科
新栄クリニック

（平　井）

診療は医科・歯科ともに外

来のみです。利用されると

きは、必ず「健康保険証」

などをご持参ください。

2

いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

JR飯田線（至飯田）

151
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７
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９
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13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

緊急医（午後7時～午後11時）

ながしのクリニック

西新町内科整形外科外科医院

内山医院

米田内科

森下医院

中村医院

今泉病院

しんしろフィットクリニック

ほうらいクリニック

村松内科

高木内科医院

ちさと医院

静巌堂医院

茶臼山厚生病院

織田医院

ながしのクリニック

荻野医院

織田医院

くまがい医院

緑が丘診療所

星野病院

くまがい医院

あいきょうクリニック

おさだファミリークリニック

今泉医院

しんしろフィットクリニック

中根医院

宮本病院

緑が丘診療所

西新町内科整形外科外科医院

ＨＩＶ検査普及週間(～7日)�

リウマチ月間(～30日)�

振替休日

父の日

絵本の読み聞かせ【文】（図）

つくしんぼうスポレク祭（新城総合公園）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

国際麻薬乱用撲滅デー

アイデア教室【は】

アイデア教室【は】

体育室親子無料開放(午後)【青】

（長篠）

(東新町)

( 平井 )

（平井）

( 布里 )

（的場）

( 栄町 )

( 川路 )

( 大野 )

（東新町）

（栄町）

（杉山）

（副川）

( 富沢 )

(下吉田)

（長篠）

（長篠）

(下吉田)

( 富永 )

(緑が丘)

( 大野 )

( 富永 )

(大野田)

( 本町 )

(玖老勢)

( 川路 )

（本町）

( 海老 )

(緑が丘)

(東新町)

外来のみですので、受診を希望される方は、電話で容態を

事前に連絡してお越しください。

また、緊急医は都合で変わることがあります。

平日／午後7時～午後11時
休日／午前9時30分～午後4時30分

6

25

金

水

夜

夜

さくら眼科
☎22-4100

（上平井）

春日眼科
☎24-3222

（杉 山）

8

10

日

火

昼

夜

　4月6日（日）、新城市消防防災

センター（平井地内）で「2008し

んしろ消防防災フェスタ」が開

催されました。

　この日は、新たに建設された

「新城市消防防災センター」の

開所を記念し、庁舎を一般に開

放。市民の皆さんに施設内のお

披露目をしました。

しんしろ消防防災フェスタ開催

歯の衛生週間（～10日）

環境の日

ひ ろ め
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も
し
今
、
大
き
な
地
震
が
起

っ
た
ら
、
あ
な
た
は
慌
て
ず
に
、

す
ぐ
に
的
確
な
行
動
が
と
れ
ま

す
か
？

　
い
つ
起
き
て
も
不
思
議
で
は

な
い
と
い
わ
れ
る
東
海
・
東
南

海
地
震
に
備
え
て
、
地
震
へ
の

予
備
知
識
を
も
つ
こ
と
が
大
事

で
す
。

　
地
震
が
起
き
た
と
き
、
ど
う

す
れ
ば
、
「
自
ら
の
命
を
自
ら

守
る
」
こ
と
が
で
き
る
の
で
し

ょ
う
か
。
防
災
学
習
ホ
ー
ル
で

の
体
験
を
通
し
て
、
「
防
災
」

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
で

防
災
学
習
ホ
ー
ル
へ
行
こ
う
！

「地震」

「自信」ありますか？

に

あ

わ
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インフォメーションゾーン

インフォメーションゾーン

地震シミュレーションゾーン

地震シミュレーションゾーン

自宅地震シミュレーション

しんしろハザードマップ

緊急地震速報体験

防災企画展示ゾーン

防災企画展示ゾーン

防災ギャラリーゾーン

防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
研
修
室

防
災
情
報
ゾ
ー
ン

入口から見える巨大スクリーン。

まずは、災害の怖ろしさを知ろう！

足元には市内を拡大した地図。自宅のある場所を発見でき

るかな？

緊急地震速報が流

れ、限られた時間

内に点滅する赤い

ボタンを押して避

難するまでの模擬

体験ができます。

予想される東海・東南海地震や過去に発

生した新潟県中越地震など、また事前登

録情報により、自宅の揺れを体感できます。

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
家
の
情
報
を

入
力
す
る
と
地
震
発
生
！

数秒後にあなたの家に地震

波が到達。さて、あなたの

家は？

開館時間／午前10時～午後4時
　　　　　（防災コミュニティ研修室は午前10時～午後9時）
休 館 日／毎週月曜日
　　　　　（月曜日が祝日の場合はその翌日）・ 年末年始（12月28日から1月3日まで）
入 館 料／無料
そ の 他／10人以上の団体および防災コミュニティ研修室を利用する場合は、事前の申請が必要です。

登録コーナーであなたの情報を入力

ICカードにあなたの情報を入力すると、館内で

体験するシミュレーションから簡易な耐震診断

ができます

結果は、皆さんのお

うちのデータを入力

し、防災センターで

ご確認ください！

１インフォメーションカウンターへ

入館から見学コースのイメージ

2 登録コーナーであなたの情報を入力

3まずは、映像を見て

4 好きなところを見てね

5 体験コーナーは、ぜひ挑戦してね

6 一回りしたら最後に評価コーナーへ

7 あなたの結果がプリントされます

8 家にかえって、家族と相談しましょう

入
口

ス
ク
リ
ー
ン

地
震
を
体
験
し
よ
う

① ②

③

④

④

④

④

④

⑤

⑥ ⑦② ⑥ ⑦

 
私
が
一
番
お
も
し
ろ
い
と
感
じ
た

の
は
、
地
震
体
験
機
で
し
た
。
檻
の

よ
う
な
箱
の
中
に
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

か
ぶ
っ
て
入
り
、
機
械
で
揺
ら
し
ま

す
。
自
分
の
家
に
万
が
一
地
震
が
来

た
と
き
、
ど
の
ぐ
ら
い
揺
れ
る
の
か

体
験
で
き
る
機
械
で
す
。
地
震
っ
て

ど
ん
な
感
じ
だ
ろ
う
。
な
か
な
か
体

験
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
そ
ん
な
体

験
が
簡
単
に
で
き
る
と
こ
ろ
が
一
番

お
も
し
ろ
い
と
感
じ
ま
し
た
。

 
防
災
セ
ン
タ
ー
に
は
、
他
に
も
さ

ま
ざ
ま
な
設
備
が
あ
り
、
ゲ
ー
ム
感

覚
で
地
震
の
勉
強
が
で
き
、
楽
し
か

っ
た
で
す
。
ま
た
行
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
（
平
井

地
内
）
の
1
階
に
「
防
災
学
習
ホ

ー
ル
」
が
整
備
さ
れ
、
４
月
６

日
（日）
か
ら
一
般
市
民
向
け
に
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
こ
の
防
災
学
習
ホ
ー
ル
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
自
分
の
住
む
地
域
、

そ
し
て
「
我
が
家
」
が
災
害
時
に

ど
の
よ
う
な
状
況
に
置
か
れ
る
の

か
を
学
び
、
災
害
へ
の
備
え
を
日

常
生
活
で
実
践
す
る
き
っ
か
け
を

提
供
し
ま
す
。

　
で
は
、
防
災
学
習
ホ
ー
ル
を
紙

面
で
ご
案
内
し
ま
す
。

1

3

東郷西小学校5年

中野  君香さん

2

新城に関連した防災情報について、さまざまな角度から紹介します防災コミュニティ研修室（予約制）

た

　

ご

　さ

く

な か の き み か

お

り



Q
　
い
つ
ど
ん
な
時
で
も
自
信
を
も
っ
て

応
急
手
当
が
で
き
る
よ
う
に
、
消
防
署

で
は
、
救
命
講
習
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
講
し
ま
し
ょ
う
。

講
習
時
間
　
3
時
間

　
午
前
9
時
〜
正
午
ま
で

内
容

　
成
人
（
8
歳
以
上
）
に
対
す
る
心
肺

　
蘇
生
法
、
A
E
D
の
使
用
方
法
、

　
異
物
除
去
要
領
、
止
血
法
を
学
び

　
ま
す
。

募
集
人
員
　
定
員
20
人

参

加

費
　
無
料
 
 

住
居
の
地
震
対
策
を
支
援
し
ま
す
。

対
象

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

　
・
75
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
世
帯
、

　
　
ま
た
は
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の

　
　
み
の
世
帯

　
・
身
体
障
害
者
手
帳
2
級
以
上
の

　
　
障
害
者
の
い
る
世
帯
 

　
・
介
護
保
険
法
の
要
介
護
認
定
で

　
　
要
介
護
度
3
以
上
の
者
が
い
る

　
　
世
帯
 

支
援
内
容

　
一
世
帯
に
つ
き
、
寝
室
、
居
間
、

　
台
所
の
家
具（
タ
ン
ス
、食
器
棚
、本
棚
）

　
3
台
ま
で
の
転
倒
防
止
用
具
の
支
給
、

　
取
付
け
を
行
い
ま
す
。

支
給
支
援

　
一
世
帯
に
つ
き
、
寝
室
、
居
間
、

　
台
所
の
家
具
（
タ
ン
ス
、
食
器
棚
、

　
本
棚
）
3
台
ま
で
の
転
倒
防
止
用

　
具
の
支
給
、
取
付
け
を
行
い
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

　
「
家
具
転
倒
防
止
用
具
支
給
申
請
書
」

　
等
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
消
防

　
本
部
防
災
対
策
課
ま
た
は
各
総
合

　
支
所
地
域
振
興
課
に
提
出
し
て
く

　
だ
さ
い
。

　
本
年
度
は
、
6
月
2
日

（月）
よ
り
受

　
付
を
始
め
ま
す
。

費
用

　
無
料
（
た
だ
し
、
固
定
に
補
強
材
が
必

　
要
な
場
合
は
、
別
途
費
用
が
必
要
と

　
な
り
ま
す
）

そ
の
他

　
ア
パ
ー
ト
な
ど
賃
貸
物
件
に
家
具

　
を
固
定
す
る
場
合
は
、
家
主
等
の
承

　
諾
が
必
要
で
す
。
 

木
造
住
宅
耐
震
診
断
員
派
遣
事
業

　
耐
震
診
断
員
（
愛
知
建
築
士
会
）
 

　
に
委
託
し
、
ご
自
宅
に
伺
い
無
料

　
で
診
断
を
行
い
ま
す
。

　
対
象
建
物
は
、
昭
和
56
年
5
月
31

　
日
以
前
に
着
工
さ
れ
、
木
造
で
在

　
来
軸
組
構
法
ま
た
は
伝
統
構
法
で

　
建
築
さ
れ
た
住
宅
で
あ
り
、
就
寝

　
す
る
部
屋
が
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

住
宅
耐
震
改
修
事
業

�
耐
震
性
向
上
事
業
　
計
画
作
成
経

　
費
助
成
（
都
市
計
画
課
）

　
耐
震
診
断
後
、
ス
ム
ー
ズ
に
耐
震

　
改
修
に
移
行
で
き
る
よ
う
、
必
要

　
と
な
る
建
築
士
の
補
強
計
画
設
計

　
書
作
成
費
用
に
対
し
、
10
万
円
を

　
上
限
と
し
て
助
成
し
ま
す
。

�
耐
震
補
強
事
業
　
補
強
工
事
経
費

　
助
成
（
都
市
計
画
課
）

　
無
料
耐
震
診
断
を
受
け
た
結
果
、

　
①
耐
震
評
点
が
0.7
未
満
（
倒
壊
す

　
　
る
可
能
性
が
高
い
）
と
判
定
さ

　
　
れ
た
住
宅
を
1.0
以
上
（
一
応
倒

　
　
壊
し
な
い
）
に

　
②
耐
震
評
点
が
0.7
以
上
1.0
未
満
（
倒

　
　
壊
す
る
可
能
性
が
あ
る
）
と
判

　
　
定
さ
れ
た
住
宅
を
0.3
以
上
評
点

　
　
を
上
げ
る
耐
震
補
強
工
事
に
対

　
　
し
、
60
万
円
を
上
限
と
し
て
助

　
成
し
ま
す
。

　
な
お
、
工
事
は
各
年
度
２
月
末
ま

　
で
に
完
了
し
て
く
だ
さ
い
。

耐
震
改
修
促
進
税
制

�
所
得
税
額
の
特
別
控
除
　

　
耐
震
補
強
工
事
を
平
成
20
年
12
月

　
31
日
ま
で
の
間
に
行
っ
た
場
合
、

　
耐
震
改
修
費
の
10
パ
ー
セ
ン
ト
に

　
相
当
す
る
額
（
上
限
20
万
円
）
を

　
確
定
申
告
で
控
除
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
消

防

署
　
�
22
‐
4
8
0
6

　
鳳
来
分
署
　
�
32
‐
2
8
8
8

　
作
手
出
張
所
　
�
37
‐
2
4
6
6

　
東
栄
分
署

　
　
 �
0
5
3
6
‐
76
‐
1
9
1
1

　
設
楽
分
署

　
　
　�
0
5
3
6
‐
62
‐
2
1
1
9

鳳来分署

新城市消防署 

作手出張所 

設楽分署

新城市消防署 

東栄分署 

鳳来分署 

作手出張所 

設楽分署
家具は固定されていますか

ぶら下がっている照明は固定してありますか

食器棚や本棚のガラスにフィルムは貼ってありますか

食器棚や本棚からものが落ちないようにしてありますか

寝ている場所の近くにスリッパなどの履き物は置いてありますか

非常持ち出し袋は準備できていますか

地震後の生活に備えて食料や水を準備していますか

地震が起きたとき、家族と連絡を取る方法について話し合っていますか

家の近くの避難場所はどこか知っていますか

あなたの住んでいる地域のハザードマップを見たことがありますか

開 催 日             　場          所

6月8日（日）

7月13日（日）

8月10日（日）

9月7日（日）

10月12日（日）

11月9日（日）

12月14日（日）

    2月8日（日）

    3月8日（日）

平  成
21年

平  成
21年

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

住
宅
耐
震
診
断
事
業

家
具
転
倒
防
止
用
具

支
給
事
業

　
こ
の
地
方
で
は
、
幸

い
に
も
家
屋
が
倒
壊
し

た
り
道
路
が
損
壊
す
る

な
ど
の
大
災
害
は
三
河

地
震
を
最
後
に
、
こ
こ

数
十
年
発
生
し
て
お
ら

ず
、
そ
の
被
害
の
大
き

さ
な
ど
は
遠
い
過
去
の

記
憶
と
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
経
験
が
少
な
い

上
に
、
阪
神
淡
路
大
震

災
、
新
潟
県
中
越
地
震

な
ど
テ
レ
ビ
や
マ
ス
コ

ミ
の
報
道
な
ど
で
し
か

知
る
こ
と
が
き
ま
せ
ん
。

　
自
ら
の
身
を
守
る
た

め
に
も
、
家
庭
を
チ
ェ

ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

自
ら
の
身
は
自
ら
で
守
る

「
い
い
え
」
が
?
個
あ
る
と
…

上の質問で「いいえ」もしくは「わからない」と答えた場合は、家族みんなで話し、しっかりと対策をとりましょう。

はい・いいえ・わからない

はい・いいえ・わからない

はい・いいえ・わからない

はい・いいえ・わからない

はい・いいえ・わからない

はい・いいえ・わからない

はい・いいえ・わからない

はい・いいえ・わからない

はい・いいえ・わからない

はい・いいえ・わからない

質　　　　　　問 回　　答

Q1

Q2

Q3

Q4

Q5

Q6

Q7

Q8

Q9

Q10
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多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
は
、
幸
い
に
も

大
災
害
と
い
う
も
の
を
経
験
し
て
い
ま
せ

ん
。
東
南
海
地
震
（
昭
和
19
年
）
や
三
河

地
震
（
昭
和
20
年
）
、
伊
勢
湾
台
風
（
昭

和
34
年
）
な
ど
は
、
遠
い
過
去
の
記
憶
と

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
東
海
地
震
が
今

後
30
年
以
内
に
発
生
す
る
確
率
は
「
87
％
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
日
が
明
日
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
家
具
の
固
定

や
水
・
食
料
の
備
蓄
な
ど
、
ま
ず
身
近
な

と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
　
　

　
ま
た
、
将
来
、
地
震
が
発
生
し
て
も
迅

速
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
。
「
防
災
学
習

ホ
ー
ル
」
で
地
震
の
体
験
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。「
危
険
に
気
づ
く
」
、「
災
害
を
体
感

す
る
」
、「
対
策
を
実
践
す
る
」
の
三
つ
を

テ
ー
マ
と
し
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
み
な
が
ら
防
災
に
関
す
る
学
習
が
で
き

る
施
設
で
す
。
ぜ
ひ
、
家
族
で
、
地
域
の

皆
さ
ん
で
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
広
報
し
ん
し
ろ
「
ほ
の
か
」
５
月
号
特
集
 

新
城
市
総
合
計
画
ス
タ
ー
ト
４
ペ
ー
ジ
表
の

計
画
の
期
間
と
計
画
の
構
想
図
の
中
で
、
上

段
か
ら
「
基
本
構
想
」「
基
本
計
画
」「
基
本

計
画
」
と
あ
り
ま
す
が
、
正
し
く
は
、「
基
本

構
想
」「
基
本
計
画
」「
実
施
計
画
」
で
す
。

防災学習ホール
館長

大原 宗鑑

問
い
合
わ
せ

　
　
都
市
計
画
課
　
�
23
‐
7
6
4
0

　
　
鳳
来
総
合
支
所
経
済
建
設
課

　
　
�
32
‐
1
9
7
7

　
　
作
手
総
合
支
所
地
域
整
備
課

　
　
�
37
‐
2
2
9
7
 

問
い
合
わ
せ

　
商
工
課
　
�
23
‐
7
6
3
4

問
い
合
わ
せ

　
防
災
対
策
課

　
�
22
‐
4
8
0
4

　
鳳
来
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　
�
32
‐
0
5
1
2

　
作
手
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　
�
37
‐
2
2
1
1
 

新
城
市
勤
労
者
住
宅
融
資
制
度

�
耐
震
補
強
工
事
融
資
の
新
設

　
勤
労
者
が
居
住
す
る
住
宅
で
、
市

の
耐
震
補
強
事
業
助
成
を
受
け
補
強

工
事
を
さ
れ
る
方
に
対
し
て
の
融
資

制
度
で
す
。

　
融
資
金
額
の
上
限
は
500
万
円
で
、

　
15
年
以
内
の
返
済
期
限
と
な
っ
て

　
い
ま
す
。
金
利
に
つ
い
て
は
、
住

　
宅
金
融
支
援
機
構
の
住
宅
融
資
フ

　
ラ
ッ
ト
35
の
各
金
融
機
関
が
定
め

　
る
貸
付
実
行
時
の
金
利
と
な
り
ま
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す

お お は ら む ね あ き
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新
潟
県
中
越
沖
地
震
や
能
登
半
島
地
震
な
ど
、
近
年
大

規
模
な
地
震
が
次
々
と
発
生
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
救

済
・
復
興
に
向
け
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
全
国

か
ら
集
ま
っ
て
く
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
で
あ
る
。
阪

神
淡
路
大
震
災
以
降
、
全
国
各
地
で
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
動
が
定
着
し
て
き
て
お
り
、
こ
こ
新
城
市
に
お
い
て

も
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
方
々
が
い
る
。

　
そ
こ
で
今
回
、
私
た
ち
市
民
編
集
委
員
は
、
「
新
城
市

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
」
の
方
か
ら
活
動
へ
の
想
い
や

災
害
に
対
す
る
心
構
え
な
ど
お
伺
い
し
た
。

―
―
そ
も
そ
も
活
動
の
き
っ
か
け
は
。

天
野
　
「
区
長
と
し
て
防
災
訓
練
を
行
っ
た
と
き
に
、

　
　
　
本
当
の
災
害
が
起
き
て
も
自
分
が
ち
ゃ
ん
と
陣

　
　
　
頭
指
揮
が
と
れ
る
か
ど
う
か
不
安
に
な
り
ま
し

　
　
　
た
。
そ
ん
な
時
に
こ
の
会
が
で
き
る
と
い
う
話

　
　
　
を
聞
い
て
、
こ
れ
は
き
っ
と
実
践
に
役
に
立
つ

　
　
　
知
識
が
身
に
つ
く
と
思
っ
て
参
加
し
ま
し
た
」

浅
井
　
「
60
歳
を
迎
え
た
と
き
、
こ
れ
か
ら
は
何
か
地

　
　
　
域
の
た
め
に
働
き
た
い
と
思
い
ま
し
て
、
防
災

　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
資
格
を

　
　
　
と
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
こ
の
活
動
に
は
ま
り

　
　
　
ま
し
た
」

―
―
会
に
は
ど
ん
な
方
々
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

天
野
　
「
会
員
は
消
防
団
の
Ｏ
Ｂ
で
組
織
さ
れ
て
い
る

　
　
　
３
団
体
と
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
会
、
そ
れ
に
個

　
　
　
人
会
員
の
方
と
で
現
在
1
2
2
人
い
ま
す
。
60

　
　
　
歳
以
上
の
方
が
多
く
て
女
性
は
３
割
程
度
。
防

　
　
　
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
資
格

　
　
　
を
と
っ
た
の
を
機
に
入
会
さ
れ
る
方
が
多
い
で

　
　
　
す
。
た
だ
、
こ
の
講
座
は
こ
の
地
域
で
は
、
旧

　
　
　
新
城
市
で
３
回
開
催
さ
れ
た
だ
け
な
の
で
、
残

　
　
　
念
な
が
ら
メ
ン
バ
ー
の
大
半
は
新
城
地
区
の
人

　
　
　
に
偏
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
」

―
―
主
に
ど
ん
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

天
野
　
「
年
に
１
回
、
演
習
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
昨
年
は
ハ
ソ
リ
（
大
釜
）
を
使
っ
て
炊
き
出
し

　
　
　
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
年
行
わ
れ
る

　
　
　
東
三
河
地
域
の
地
震
セ
ミ
ナ
ー
へ
も
参
加
し
て

　
　
　
い
ま
す
。
昨
年
の
、
市
の
防
災
訓
練
の
時
に
は
、

　
　
　
被
災
地
に
集
ま
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
セ
ン

　
　
　
タ
ー
を
設
置
し
て
受
け
入
れ
訓
練
を
行
い
ま
し

　
　
　
た
。
以
前
、
能
登
半
島
地
震
の
支
援
に
駆
け
つ

　
　
　
け
た
と
き
に
、
や
は
り
地
元
の
人
間
が
窓
口
に

　
　
　
な
っ
て
対
応
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
実
感
し
ま

　
　
　
し
た
。
万
一
、
当
地
域
で
災
害
が
発
生
し
た
と

　
　
　
き
で
も
慌
て
ず
適
切
な
指
示
が
出
せ
る
よ
う
に
、

　
　
　
各
地
区
の
避
難
所
や
ル
ー
ト
、
周
辺
の
地
形
な

　
　
　
ど
を
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
巡
回
し
て
確
認
し
て
い

　
　
　
ま
す
」
。

新城市防災ボランティアの会

Ｑ．防災ボランティアコーディネーターとは？

代　　表：天野泰次（あいち防災リーダー）
設　　立：平成12年4月
会 員 数：122人
会　　費：なし（※実費負担）
活動内容：①演習訓練
　　　　　②各種防災セミナー受講
　　　　　③被災地での支援活動
連 絡 先：TEL.22‐4804
　　　　　消防本部防災対策課

Ａ．大規模な災害が発生したとき、市が設置する

　　ボランティア支援本部で、各地から駆けつけ

　　たボランティアの受け入れを行い、支援を必

　　要としている被災者のニーズ（求めているこ

　　と）を把握し、適材適所へボランティアを派

　　遣する「被災者とボランティアのパイプ役」

　　です。
ボランティア支援本部

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

被災地のニーズ
各地から駆けつけた
ボランティア

災害発生

平成19年度 新城市地震防災訓練参加（大野地区内にて）

あ ま の た い じ
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　　　市民編集委員より一言
　「地震・カミナリ・火事・オヤジ」。昔

から怖いものの代名詞とされてきた。（近

年、オヤジの権威は急落してるが…）そ

れほど、人々は地震を恐怖に感じてきた。

しかし、平穏な日が続くと、ついその存

在を忘れてしまいがちである。「災害は

忘れた頃にやってくる」気を引き締めな

おさねばと、実感した。また、年齢を感

じさせず、地域のために自分たちができ

ることはまだあると、意欲的に取り組む

「オヤジ」たちの姿に感服した。

　　頑張れ、オヤジ！！

―
―
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

　
　
で
す
か
？

浅
井
　
「
昼
間
に
災
害
が
起
き
た
と
き
、
勤
め
に
出
て

　
　
　
し
ま
っ
て
若
い
人
が
い
な
い
と
い
う
地
域
も
あ

　
　
　
り
ま
す
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
高
齢
者
の

　
　
　
方
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
た
だ
、
高
齢
者

　
　
　
と
い
っ
て
も
今
は
元
気
な
方
が
多
い
ん
で
す
。

　
　
　
老
人
ク
ラ
ブ
と
連
携
し
て
シ
ル
バ
ー
パ
ワ
ー
（
高

　
　
　
齢
者
の
力
）
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

　
　
　
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と
民
生
委
員
と
の
連
携

　
　
　
も
考
え
て
い
ま
す
。
民
生
委
員
は
日
ご
ろ
か
ら

　
　
　
地
域
を
巡
回
し
て
い
ま
す
か
ら
、
地
域
の
実
情

　
　
　
を
一
番
把
握
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
災
害
時
に

　
　
　
は
、
地
域
の
方
の
安
否
の
確
認
な
ど
非
常
に
頼

　
　
　
り
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
ま
た
、
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

　
　
　
タ
ー
が
鳳
来
・
作
手
地
区
に
は
ま
だ
ま
だ
少
な

　
　
　
い
の
で
、
養
成
講
座
が
ま
た
開
催
で
き
る
よ
う

　
　
　
に
、
関
係
各
所
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
思

　
　
　
い
ま
す
」

―
―
最
後
に
市
民
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

天
野
　
「
災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
、
一
人
で
も
多
く

　
　
　
の
命
を
守
り
、
そ
の
後
の
生
活
を
守
る
こ
と
が

　
　
　
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
自
分
の
命
、

　
　
　
家
族
の
命
、
近
隣
住
民
の
命
を
守
る
こ
と
。
　

　
　
　
　
向
こ
う
三
軒
両
隣
と
い
う
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ

　
　
　
テ
ィ
の
中
か
ら
助
け
合
う
こ
と
の
で
き
る
、
安

　
　
　
心
・
安
全
な
新
城
市
を
、
み
な
さ
ん
一
緒
に
つ

　
　
　
く
り
ま
し
ょ
う
」

浅
井
　
「
ま
ず
、
も
っ
と
多
く
の
人
に
こ
の
会
を
知
っ

　
　
　
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
実
際
に
活
動

　
　
　
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
今
年
か
ら

　
　
　
演
習
訓
練
は
一
般
の
方
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
ま
た
、
各
地
の
災
害
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
り

　
　
　
聞
い
た
り
し
た
際
に
は
、
そ
れ
を
他
人
事
で
済

　
　
　
ま
さ
ず
、
皆
さ
ん
の
家
庭
に
あ
る
防
災
グ
ッ
ズ

　
　
　
を
点
検
し
直
す
な
ど
、
ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か

　
　
　
ら
始
め
て
み
て
く
だ
さ
い
」
。

平成20年度

第1回演習訓練
日時：7月5日（土） 
　　　午前9時30分～午後3時
場所：消防防災センター
内容：①テント設営訓練
　　　②炊き出し訓練ほか
費用：実費負担（300円程度）
対象：新城市民ならどなたでも
申込期限：6月30日（月）　　

お申し込み
消防本部防災対策課
TEL0536-22-4804
FAX0536-22-4821
メール  bosai@city.shinshiro.lg.jp

左から天野会長（浅谷区）、浅井副会長（出沢区）

搬送訓練 ハソリでの炊き出し訓練

ロープワーク応急手当訓練

はんそう
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①家庭生活の場で

②職場で

③学校教育の場で

④地域活動の場で

⑤政治の場で

⑥法律や制度上で

⑦社会通念・習慣・しきたりなどで

⑧社会全体で

どちらかといえば男性の方が優遇されている

どちらかといえば女性の方が優遇されている

わからない

男性の方が非常に優遇されている

平　等

女性の方が非常に優遇されている

未回答

　
現
在
、
市
で
は
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
を
策
定
中
で
す
。
昨
年
10
月
、
プ
ラ

ン
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
男
女
共

同
参
画
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
調
査
の
結
果
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

調
査
対
象

　
市
在
住
の
満
20
歳
以
上
の
男
女

　
１，
　０

０
０
人

抽
出
方
法

　
住
民
基
本
台
帳
に
よ
る
層
化
無
作
為

　
抽
出

有
効
回
収
数
　
445
通

有
効
回
収
率
　
44
・
５
％

男
女
平
等
に
つ
い
て

Ｑ１
　
あ
な
た
は
、
次
に
あ
げ
る
よ
う
な

　
分
野
で
男
女
の
地
位
は
平
等
に
な
っ

　
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。

学
校
教
育
の
場
で
は

「
平
等
」
は
5
割

　
男
女
の
地
位
の
平
等
感
は
、
「
学
校

教
育
の
場
で
」
は
54
・
２
％
が
「
平
等
」

と
回
答
し
て
い
ま
す
。
他
の
項
目
に
つ

い
て
は
、
「
男
性
優
遇
（
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

＋
男
性
の
方
が
非
常
に
優
遇
さ
れ
て
い

る
）
」
の
回
答
が
「
家
庭
生
活
の
場
で
」

は
49
・
４
％
、
「
職
場
で
」
は
48
・
８
％
、

「
地
域
活
動
の
場
で
」
は
36
・
６
％
、
「
政

治
の
場
で
」
は
65
・
６
％
、
「
法
律
や

制
度
上
で
」
は
40
％
、
「
社
会
通
念
・

習
慣
・
し
き
た
り
な
ど
で
」
は
68
・
５
％
、

「
社
会
全
体
で
」
は
64
・
１
％
と
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

●em

じ
ょ
う
ほ
う
課

☎
23
‐
7
6
2
3

jo
h

o
@

c
ity.sh

in
sh

iro
.lg

.jp

■本
●問

男女別 男　44.9% 女　54.6%

年代別

全体

男

女

20代

13.9% 14.4% 20.9% 17.8% 19.6% 13.0% 0.5%

12.5% 12.0% 22.5% 17.5% 19.5% 16.0%

15.2% 16.5% 19.8% 18.1% 19.8% 10.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

30代 40代 50代 60代 70歳以上 無回答

無回答
0.5%
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こ
こ
に
掲
載
し
た
結
果
は
、
調
査
の
一
部
で
す
。
結
果
報
告
や
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
な
ど
は
、
本
庁
じ
ょ
う
ほ
う
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
も
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
今
後
は
、
こ
の
結
果
を
基
礎
資
料
と
し
て
、
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
男
女
が
と
も
に
夢
や
希
望
を
実
現
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

家
事
、
地
域
活
動
な
ど
へ
の

参
加
に
つ
い
て

Ｑ2
　
今
後
、
男
性
が
女
性
と
と
も
に
家

　
事
、
子
育
て
、
介
護
、
地
域
活
動
に

　
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め

　
に
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
だ

　
と
思
い
ま
す
か
。
（
複
数
回
答
可
）

「
夫
婦
や
家
族
間
で
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
く
は

か
る
こ
と
」
が
必
要

　
全
体
で
「
夫
婦
や
家
族
間
で
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
く
は
か
る
こ
と
」

が
59
・
８
％
と
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

他
に
「
男
性
が
家
事
な
ど
に
参
加
す
る

こ
と
に
対
す
る
男
性
自
身
の
抵
抗
感
を

な
く
す
こ
と
」
が
45
・
４
％
、
「
労
働

時
間
短
縮
や
休
暇
制
度
を
普
及
す
る
こ

と
で
、
仕
事
以
外
の
時
間
を
よ
り
多
く

持
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」
が
34
・
６

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て

Ｑ3
　
男
女
共
同
参
画
社
会
を
形
成
し
て

　
い
く
た
め
、
今
後
、
行
政
は
ど
の
よ

　
う
な
こ
と
に
力
を
い
れ
て
い
く
べ
き

　
だ
と
思
い
ま
す
か
。
（
複
数
回
答
可
）

「
保
育
の
施
設
・
サ
ー
ビ
ス

や
、
高
齢
者
や
病
人
の
施
設

や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す

る
」
こ
と
に
力
を
い
れ
る
べ

き
が
52
・
4
％

　
「
法
律
や
制
度
の
面
で
見
直
し
を
行

う
」
「
職
場
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な

取
り
扱
い
に
つ
い
て
周
知
徹
底
を
行
う
」

「
女
性
の
就
労
の
機
会
を
増
や
し
た
り
、

従
来
女
性
の
就
労
が
少
な
か
っ
た
分
野

な
ど
へ
女
性
の
進
出
を
促
進
す
る
た
め

就
業
教
育
や
職
業
訓
練
を
充
実
す
る
」

「
学
校
教
育
や
社
会
教
育
等
の
生
涯
学

習
の
場
で
男
女
の
平
等
と
相
互
の
理
解

や
協
力
に
つ
い
て
の
学
習
を
充
実
す
る
」

の
４
つ
も
25
％
前
後
と
高
い
数
値
と
な

っ
て
い
ま
す
。

70%

60%

50%

40%

30%

20%

10%

0%

60%

50%

40%

30%

20%

10%

0%

男
性
が
家
事
な
ど
に
参
加
す
る
こ

と
に
対
す
る
男
性
自
身
の
抵
抗
感

を
な
く
す
こ
と

広
報
誌
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
、
男
女

の
平
等
と
相
互
の
理
解
や
協
力
に
つ
い

て
Ｐ
Ｒ
す
る

各
国
の
女
性
と
の
交
流
や
情
報
提
供
な

ど
、国
際
交
流
を
推
進
す
る

法
律
や
制
度
の
面
で
見
直
し
を
行
う

女
性
を
政
策
決
定
の
場
に
積
極
的
に
登

用
す
る

職
場
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
取
り
扱

い
に
つ
い
て
周
知
徹
底
を
行
う

女
性
の
生
き
方
に
関
す
る
情
報
提
供
や

交
流
の
場
、
相
談
、
教
育
な
ど
の
セ
ン
タ

ー
を
充
実
す
る

保
育
の
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
や
、
高
齢
者
や

病
人
の
施
設
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

す
る

学
校
教
育
や
社
会
教
育
等
の
生
涯
教
育

の
場
で
男
女
の
平
等
と
相
互
の
理
解
や

協
力
に
つ
い
て
の
学
習
を
充
実
す
る

女
性
の
就
労
の
機
会
を
増
や
し
た
り
、

従
来
女
性
の
就
労
が
少
な
か
っ
た
分
野

な
ど
へ
女
性
の
進
出
を
促
進
す
る
た
め

職
業
教
育
や
職
業
訓
練
を
充
実
す
る

各
種
団
体
の
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成

す
る

男
性
が
家
事
な
ど
に
参
加
す
る
こ

と
に
対
す
る
女
性
の
抵
抗
感
を
な

く
す
こ
と

家
庭
や
地
域
活
動
と
仕
事
の
両
立

な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
、
男
性
が
相

談
し
や
す
い
窓
口
を
設
け
る
こ
と

男
性
が
子
育
て
や
介
護
、
地
域
活

動
を
行
う
た
め
の
、
仲
間
（
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）
作
り
を
す
す
め
る
こ
と

国
や
地
方
自
治
体
な
ど
の
研
修
等

に
よ
り
、男
性
の
家
事
、子
育
て
、介

護
等
の
技
能
を
高
め
る
こ
と

男
性
が
家
事
、
子
育
て
、
介
護
、
地

域
活
動
に
関
心
を
高
め
る
よ
う
啓

発
や
情
報
提
供
を
行
う
こ
と

労
働
時
間
短
縮
や
休
暇
制
度
を
普

及
す
る
こ
と
で
、仕
事
以
外
の
時
間

を
よ
り
多
く
持
て
る
よ
う
に
す
る

こ
と

社
会
の
中
で
、
男
性
に
よ
る
家
事
、

子
育
て
、
介
護
、
地
域
活
動
に
つ
い

て
も
、そ
の
評
価
を
高
め
る
こ
と

年
配
者
や
周
り
の
人
が
、夫
婦
の
役

割
分
担
等
に
つ
い
て
の
当
事
者
の

考
え
方
を
尊
重
す
る
こ
と

夫
婦
や
家
族
間
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
よ
く
は
か
る
こ
と

そ
の
他

特
に
必
要
な
こ
と
は
な
い

無
回
答

そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答
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６
月
１
日

（日）
か
ら
６
月
７
日

（土）
は
水
道
週
間
で
す
！
私
た
ち
の

生
活
に
か
か
せ
な
い
「
水
」
、
ふ

だ
ん
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
大
切

な
水
に
つ
い
て
、
こ
の
水
道
週
間

を
機
会
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

水
を
大
切
に

　
水
道
水
は
、
自
然
の
恵
み
で
あ

る
川
や
湧
水
を
汲
み
上
げ
て
、
浄

水
場
で
き
れ
い
に
浄
水
し
て
か
ら

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
配
ら
れ
て
い

ま
す
。
ふ
だ
ん
何
気
な
く
使
っ
て

い
る
水
道
水
で
す
が
、
雨
不
足
に

よ
る
渇
水
や
地
震
な
ど
の
災
害
で

蛇
口
か
ら
出
る
水
が
少
な
く
な
っ

た
り
、
出
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
、

節
水
や
災
害
時
の
飲
料
水
確
保
な

ど
を
心
が
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

水
を
飲
ん
で
健
康
に

　
人
間
の
体
か
ら
は
、
汗
や
尿
な

ど
で
１
日
に
約
2.4
リ
ッ
ト
ル
の
水

分
が
失
わ
れ
て
い
く
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
人
は
１
日
に
２
リ

ッ
ト
ル
か
ら
2.5
リ
ッ
ト
ル
の
水
分

を
水
や
食
べ
物
で
補
給
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
水
を
体
に
取
り
入

れ
る
こ
と
は
単
な
る
水
分
補
給
に

と
ど
ま
ら
ず
、
脳
梗
塞
や
動
脈
硬

化
、
心
筋
梗
塞
や
高
血
圧
、
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な

ど
の
予
防
や
症
状
改
善
に
も
効
果

を
発
揮
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

人
間
に
と
っ
て
健
康
と
水
は
切
っ

て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
る
の
で

す
。

平
成
20
年
度
新
城
市
水
質
検

査
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　
水
質
検
査
結
果
を
適
正
に
評
価

し
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、
次
年
度
以
降
の
計
画
の

見
直
し
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

　
水
質
検
査
結
果
と
平
成
20
年
度

の
水
質
検
査
計
画
は
、
本
庁
水
道

課
、
鳳
来
総
合
支
所
水
道
事
業
課
、

作
手
総
合
支
所
地
域
整
備
課
お
よ

び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て

い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新
し
い
水
道
施
設
が
完
成
し

ま
し
た

　
安
全
で
安
定
し
た
水
道
水
を
供

給
す
る
た
め
、
平
成
20
年
３
月
に

新
城
地
区
の
八
名
井
に
八
名
井
浄

水
場
が
、
鳳
来
地
区
の
池
場
に
池

場
簡
易
水
道
施
設
が
完
成
し
ま
し

た
。

■本
●問

水
道
課
　
☎
23
‐
7
6
4
5

■本●問●申

●em

　私たちの生活にかかせない水道水がど

こから来て、どのようにご家庭まで届け

られているかを上流域のダムから下流域

にある浄水場まで見学します。

参加者募集

↑豊橋浄水場見学のようす

↑八名井浄水場↑池場簡易水道施設（浄水場）

→
八
名
井
浄
水
場
膜
ろ
過
設
備

水道施設見学会

開 催 日　6月7日（土）

見 学 先　大島ダム・大野頭首工　　　

　　　　　豊川用水東西分水工

　　　　　大原調整池・豊橋浄水場

対　　象　市内に住んでいるか、または勤

　　　　　 めている方（小学校3年生以上）

　　　　　※小学生は保護者の同伴が必

　　　　　　要です。

募集人員　25人

参 加 費　無料

持 ち 物　弁当、水筒

申し込み　電話、ファックス、はがき、Eメー

　　　　　ルで、参加者の住所、氏名、年令

　　　　　（学年）、電話番号をお知らせく

　　　　　ださい。

　　　　　応募者多数の場合は抽選で決

　　　　　定します。

締 切 日　 5月30日（金）

水道課　
�23‐7645　�23‐7047

はがき　〒441-1392　新城市役所　水道課あて

【
平
成
20
年
度
水
道
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

suidou@city.shinshiro.lg.jp

の

う

こ

う

そ

く

し

ん

き

ん

こ

う

そ

く
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基
本
健
康
診
査
に
代
わ
っ
て
、
今

年
度
か
ら
健
診
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
対

策
と
し
て
保
険
者
が
実
施
し
ま
す
。

ま
た
介
護
予
防
の
視
点
か
ら
生
活
機

能
評
価
を
実
施
し
ま
す
。

　
特
定
健
診

　
６
月
２
日

（月）
〜
10
月
31
日

（金）

　
市
内
医
療
機
関
（
市
民
病
院
を
除

　
く
）

　
市
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
40

　
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
（
要
介
護

　
認
定
者
は
除
く
）

　
１，
０
０
０
円

　
（
受
診
し
た
医
療
機
関
に
お
支
払

　
い
く
だ
さ
い
）

　
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
負
担

金
免
除
と
な
り
ま
す
。
該
当
の
方
は
、

受
診
前
に
必
ず
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
受
診
券
・
保
険
証

　
該
当
者
の
方
に
は
５
月
下
旬
に
受

診
券
を
送
付
し
ま
す
が
、
届
か
な
い

方
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
保
険
医
療
課

　
☎
23
‐
7
6
2
5

　
後
期
高
齢
者
健
診

　
６
月
２
日

（月）
〜
10
月
31
日

（金）

　
市
内
医
療
機
関
（
市
民
病
院
を
除

　
く
）

　
75
歳
以
上
の
方
（
要
介
護
認
定
者

　
は
除
く
）

　
無
料

　
受
診
券
・
保
険
証

　
該
当
者
の
方
に
は
５
月
下
旬
に
受

診
券
を
送
付
し
ま
す
が
、
届
か
な
い

方
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
保
険
医
療
課

　
☎
23
‐
7
6
2
5

　
介
護
予
防
健
診
（
生
活
機
能
評
価
）

　
６
月
２
日

（月）
〜
10
月
31
日

（金）

　
市
内
医
療
機
関
（
市
民
病
院
を
除

　
く
）

　
65
歳
以
上
の
方
（
要
介
護
認
定
者

　
は
除
く
）

　
無
料

　
受
診
券
・
保
険
証

　
該
当
者
の
方
に
は
５
月
下
旬
に
受

診
券
を
送
付
し
ま
す
が
、
届
か
な
い

方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
介
護
高
齢
課

　
☎
23
‐
7
6
8
8

新 城

鳳 来

作 手

新 城

鳳 来

作 手

新 城

鳳 来

作 手

新 城

鳳 来

作 手

東新町・弁天・片山・徳定・山・臼子・今出平・

諏訪・上市場東住宅・上市場西住宅・平井・上平井・

市川・吉川・小畑・中宇利・八名井・東清水野

富保・副川・門谷・布里・四谷・東矢田・黄柳野・

小川・睦平・池場・浅畑・下平・寺林・大峠・引地・

海老山中・海老須山・上新戸・中新戸・下新戸・

鳳来川合

守義・菅沼・木和田・善夫

西新町・本町・入船・杉山・石田・矢部・富沢・富永

大宮・牛倉・須長・川路・緑が丘・塩沢・富岡東部

富岡中部

長篠西・只持・島田・大輪・湯島・連合・海老副川・

栗衣・大平・大野・橋平・湯谷・定国・紺東・紺西・

大田輪・山吉田山中・小阿寺・海老入洞・海老川売

和田・見代・戸津呂・杉平・赤羽根・小林・東高松・

大和田・田代

新城中町・栄町・橋向・野田・中市場・大野田・出沢・

浅谷・横川・大海・八束穂・鳥原・富岡西部・黒田・

庭野

本郷・一色・源氏・恩原・海老千原田・海老下町・

海老中町・海老丁塚・高野・阿寺大沢・本久・井代・

能登瀬・細川・秋葉巣山・槙原・ドウテイ・柿平・

上吉田

黒瀬・西田原・東田原・岩波・南中河内・北中河内・

明和

的場・稲木・豊島・川田・川田原・有海・竹広・

一鍬田

内金上・内金下・玖老勢・塩瀬・竹ノ輪・多利野・

蔵平・名越・名号・七郷一色・柿本・五反田・杉下・

芳ヶ入

長者平・鴨ヶ谷・市場・作手須山・北畑・野郷・

作手川合・相寺

実施月�　地　区� 　　　　　　行 　 政 　 区 　

６

７

８

９

１０ 未 受 診 者

平成20年度

特定健診・後期高齢者健診・介護予防健診等
月別実施地区一覧表

保
険
医
療
課
　
☎
23
‐
7
6
2
5

介
護
高
齢
課
　
☎
23
‐
7
6
8
8

総
務
課
　☎
23
‐
7
6
1
1

●問
本

加

藤

末

四

郎

山

口

　

　
昇

加

藤

　
博

之

鈴

木

　
康

光

亀

甲

　
昌

明

白

井

　
諒

俊

中

西

　
光

弘

佐

々

木

勝

昭

仁

木

　

　
滿

有

海

塩

　

沢

長

篠

西

明

　

和

的

　

場

千

　

郷

八

　

名

玖

老

勢

大

　

野

会
　
　
長

副

会

長

代
表
区
長 代

表

区

長

会

平
成
20
年
度
の

代
表
区
長
を
紹
介
し
ま
す

行

政

区

　

　
　氏

　

　

名

●問

●問

●問
●問 ●問

●￥

●￥

●￥

●対

●対

●持

●持 ●所 ●時

●対●持 ●所 ●時

●所 ●時
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「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

に
つ
い
て
素
案
を
作
成
し
ま
し
た
。

本
プ
ラ
ン
は
都
市
計
画
法
に
基
づ
く

ま
ち
づ
く
り
の
構
想
で
あ
り
、
本
市

の
総
合
計
画
を
受
け
て
、
土
地
利
用

方
法
、
都
市
施
設
、
町
並
み
、
景
観

と
い
っ
た
都
市
を
構
成
す
る
様
々
な

要
素
に
関
し
て
、
将
来
、
本
市
が
目

指
す
べ
き
方
向
性
を
ま
と
め
た
も
の

で
す
。
地
域
別
に
素
案
の
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
（
地
域
別
構
想
は
都

市
計
画
区
域
お
よ
び
準
都
市
計
画
予

定
区
域
に
つ
い
て
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
）
な
お
、
6
月
2
日
か
ら
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
都
市
計
画
課
事
務
室

で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
き
を

行
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
の
募

集
も
行
い
ま
す
。

「
都
市
計
画
法
」
に
基
づ
く
ま
ち
づ

く
り
の
構
想
で
あ
る
「
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
案
）
」
に
対
し
て
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
き
制
度

に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

　
6
月
2
日

（月）
〜
6
月
30
日

（月）

提
出
方
法

　
住
所
と
氏
名
を
記
入
の
上
、
①
　

か
ら
④
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
　
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
本
庁
都
市
計
画
課
に
持
参
す
る
　

※
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝

　
日
を
除
く
午
前
8
時
30
分
か
ら
午

　
後
5
時
30
分
ま
で
。
　
　

②
郵
送
す
る

③
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
信
す
る

④
E
メ
ー
ル
で
送
信
す
る

※
電
話
に
よ
る
ご
意
見
の
提
出
は
、

　
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

閲
覧
期
間

　
募
集
期
間
と
同
じ

閲
覧
の
方
法
お
よ
び
場
所

　
・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
・
都
市
計
画
課
（
仮
庁
舎
）

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く

　
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
30

　
分
ま
で
。

※
郵
送
の
場
合

　
〒
４
４
１
‐
１
３
９
２
（
住
所
不
要
）

　
新
城
市
役
所
　
都
市
計
画
課
あ
て

　
新
生
・
新
城
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
第
一
次
総
合
計
画
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
で
あ
る
市
民
の
皆
さ
ん
と

総
合
計
画
に
掲
げ
た
市
の
将
来
像
や
ま
ち
づ
く
り
、
身
近
な
行
政
課
題
な

ど
に
つ
い
て
、
語
り
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
お
近
く
の
会
場
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

■本
●問

都
市
計
画
課
　
☎
23
‐
7
6
4
0
　
�
23
‐
7
0
4
7

■本

企
画
課
秘
書
室
　
☎
23
‐
7
6
1
8
　
�
23
‐
7
2
9
6

市政報告・懇談会の日程と会場

※時間は、いずれの会場も

午後7時30分から9時までです。

※最寄りの会場にご参加くださるようお願いします。

7
月
3
日
(木)

7
月
7
日
(月)

7
月
9
日
(水)

7
月
11
日
(金)

7
月
14
日
(月)

7
月
16
日
(水)

7
月
17
日
(木)

7
月
18
日
(金)

7
月
4
日
(金)

鳥
原
公
民
館
（
児
童
館
）

新
城
市
民
体
育
館
第
１
・
第
2
会
議
室

西
部
公
民
館
（
ち
さ
と
館
）
多
目
的
室

富
岡
公
民
館
（
ふ
る
さ
と
会
館
）
集
会
室

新
城
市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
2
階
講
堂

鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

玖
老
勢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

鳳
来
中
央
集
会
所

作
手
開
発
セ
ン
タ
ー

新
城
地
区

日

　

程

会

　

　

場

地
　
区

鳳
来
地
区

作
手
地
区

h
is

h
o
@

c
ity

.s
h
in

s
h
iro

.lg
.jp

●em

新

城

地

区

千

郷

地

区

東

郷

地

区

舟

着

地

区

八

名

地

区

長

篠

地

区

6
月
3
日
(火)
 

午
後
7
時
30
分

6
月
4
日
(水)
 

午
後
7
時
30
分

6
月
5
日
(木)
 

午
後
7
時
30
分

6
月
6
日
(金)
 

午
後
7
時
30
分

6
月
10
日
(火)
 

午
後
7
時
30
分
 

6
月
17
日
(火)
 

午
後
7
時
30
分

市
民
体
育
館
　
第
1
、
第
2
会
議
室

西
部
公
民
館
　
多
目
的
室

設
楽
原
歴
史
資
料
館
　
研
修
室

鳥
原
児
童
館
　
遊
戯
室

富
岡
ふ
る
さ
と
会
館
　
和
室

鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

日
　
　
　
　
　
時

日

時

・

場

所

会
　
　
　
　
　
　
場

都
市
計
画
課
　
☎
23
‐
7
6
4
0
　
�
23
‐
7
0
4
7

　
　
　
　
　
　
　
　to

sh
i@

c
ity.sh

in
sh

iro
.lg

.jp

●em

●問
●申
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■本
●問

◇
募
集
要
項
・
試
験
申
込
書
の
配
布

　
５
月
19
日

（月）
か
ら

　
人
事
課
（
市
民
体
育
館
２
階
）

　
市
民
課
、
市
民
福
祉
課
（
各
総
合

　
支
所
）

◇
申
込
受
付
期
間
・
受
付
場
所

　
6
月
12
日

（木）
〜
20
日

（金）

　（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

　
人
事
課

◇
１
次
試
験

　
7
月
20
日

（日）

　
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

※
試
験
内
容

　
一
般
教
養
、
作
文
、
適
性
検
査

人
事
課
　
☎
23
‐
7
6
1
9

平
成
21
年
度 

（
平
成
21
年
4
月
1
日
） 

採
用
予
定
の
職
員
を
募
集
し
ま
す

職

　

種

　

な

　

ど

一
般
事
務

一
般
技
術

（
土
木
･
建
築
）

大

　

卒

短

大

卒

若
干
名

若
干
名

若
干
名

若
干
名

消

防

士

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭

管

理

栄

養

士

看
　
　
　
護
　
　
　
師

一
般
事
務
（
障
害
者
）

人

員

25
歳
以
下
で
、
大
学
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
方

23
歳
以
下
で
、
短
大
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
方

受
験
資
格
（
年
齢
･
学
歴
･
免
許
な
ど
）
※
年
齢
は
平
成
21
年
3
月
末
現
在

救
急
救
命
士

若
干
名

10
　
名

25
歳
以
下
で
、
日
本
国
籍
を
有
し
、
救
急
救
命
士
の
資
格
を
有
す
る
方
ま
た
は
取
得
見
込
み
の
方

※
視
力
‥
左
右
と
も
に
1.0
以
上
（
矯
正
視
力
可
）
※
聴
力
‥
正
常
な
こ
と

23
歳
以
下
で
、
保
育
士
･
幼
稚
園
教
諭
の
両
方
の
資
格
を
有
す
る
方
ま
た
は
両
方
の

資
格
を
取
得
見
込
み
の
方

30
歳
以
下
で
、
管
理
栄
養
士
の
資
格
を
有
す
る
方
ま
た
は
資
格
取
得
見
込
み
の
方

24
歳
以
下
で
、
平
成
21
年
3
月
に
看
護
師
の
資
格
を
取
得
見
込
み
の
方

35
歳
以
下
で
、
大
学
、
短
大
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
方
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
自
力
で
通
勤
が
で
き
、
介
護
者
な
し
で
職
務
遂
行
が
可
能
な
方

※
詳
し
く
は
、
募
集
要
項
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■本
●問

じ
ょ
う
ほ
う
課
　�
23
‐
７
６
２
3

※都合により番組内容を変更
　する場合があります。

（
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
に
番
組
入
れ
替
え
）

放

送

日
�

　
　
　
あ
の
の
ん
ニ
ュ
ー
ス
（
4
分
）
�

　
　
　
つ
く
し
ん
坊
（
2
分
）
　
”ホ

ッ
“と
情
報
（
2
分
）

5
月
28
日
〜
6
月
4
日

6
月
4
日
〜
11
日

6
月
11
日
〜
18
日

6
月
18
日
〜
25
日

6
月
25
日
〜
7
月
2
日

消
防
団
操
法
大
会

小
学
校
球
技
大
会
（
鳳
来
地
区
）

自
然
を
楽
し
く
学
ぶ
学
習
会
「
鳳
来
寺
山
で
初
夏
の

生
き
物
と
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
な
ど
を
観
察
し
よ
う
」

職
場
体
験
学
習
（
東
郷
中
学
校
）

第
8
回
　
つ
く
し
ん
ぼ
う
ス
ポ
レ
ク
祭

鳳
来
中
部
小
学
校

①

鳳
来
中
部
小
学
校

②

鳳
来
中
部
小
学
校

③

鳳
来
中
部
小
学
校

④

東
郷
東
小
学
校

①

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

④

健
康
課

①

健
康
課

②

健
康
課

③

健
康
課

④

市
政
番
組
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
亀
姫
」

お
知
ら
せ�   

　
じ
ょ
う
ほ
う
課
で
は
、
皆
さ
ん

に
親
し
ま
れ
る
番
組
制
作
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、
秋
ご
ろ
ま
で

放
送
を
見
ら
れ
な
い
地
域
が
あ
り

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
役
所
本
庁
市
民
課

窓
口
、
各
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口
、

市
民
病
院
窓
口
、
ま
ち
な
み
情
報

セ
ン
タ
ー
で
、
D
V
D
ま

た

は

V
H
S
テ
ー
プ
で�

市
政
番
組
「
い

い
じ
ゃ
ん
新
城
」
を
放
映
し
て
い

ま
す
。
内
容
の
更
新
は
、
新
し
い

D
V
D
等
が
届
き
次
第
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
政
番
組
「
い
い
じ
ゃ

ん
新
城
」
の
D
V
D
の
貸
し
出
し

を
行
い
ま
す
。
貸
し
出
し
は
、
1

回
5
日
以
内
で
、
無
料
で
す
。

 

じ
ょ
う
ほ
う
課
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

毎日5回、15分間放送

（内容は、1週間ごとに更新）

①午前8時　②午後1時

③午後4時　④午後7時

⑤午後11時

ケーブルテレビ
番組表

●内 ●所●所●所 ●時 ●配●時
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　さくらまつりが3月25日（火）から4月13日（日）

までの20日間、桜淵公園水神池の山開き式を皮切

りに、開催されました。

　期間中、市内の商店による観光物産展、よさこ

い踊りやのど自慢大会などがありました。

　3月に甲子園球場で開かれた第80回春の

選抜高校野球大会、中京大中京高校の選手

として活躍した河合純吉君、河合完治君、

金山篤未君が、4月14日（月）市役所を訪れ、

春の選抜高校野球の報告と夏の大会へ向け

ての抱負を述べました。

　毎日厳しい練習に耐え、甲子園の土を踏

んだ感動、今は夏の大会へ向けてがんばっ

ている熱意が伝わってきました。

　今夏も期待がもてる3人に、エールを贈

りたいですね。夏の高校野球大会が楽しみ

です。

4／ 6（日）

4／14（月）

　新たに建設された「新城市消防防災センター」

の開所を記念し、住民の防火・防災に対する意識

の高揚を図るとともに、安心して暮らせるまちづ

くりを目指す「2008しんしろ消防防災フェスタ」

が開催されました。

右から金山篤未君・河合完治君（弟）・河合純吉君（兄）

3／25（火） 4／13（日）→

か わい じゅんきち

か な や ま あ つ ま

か わい かん じ

かわいじゅんきちかな やまあつ ま か わいかん じ
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4／23（水）

4／15（火）

1／17�

　全国の環境非政府組織（ＮＧＯ）主催の「第 7回

日本の環境首都コンテスト」で、市は総合で５位

（参加66自治体）、人口規模で１位（5万人以上

10万人未満の区分。参加19自治体）となりました。

　これは日ごろの皆さんの行動はもちろん、新城

大谷大学で行った講演会や、庁内LANを利用し、

市長と全職員を結び情報を共有することを目的と

した通信などが評価されたものです。

　穂積市長は「環境問題への取り組みを見直すい

い機会になった。今後の活動のバネにしていきた

い」と話していました。

　鳥原地区の新城市老人福祉センターで新城市

老人クラブ連合会主催の高齢者大学の開講式が

行われました。

　高齢者大学は新・新城市になってから、今回

で3回目。市政勉強会からスポーツ教室、親善

研修旅行など、さまざまな自己啓発活動を行っ

ています。

　参加者の方から、「他の地区の方との交流の

場にしていきたい」といった意見がありました。

消防出初式

塩
沢
・
十
一
面
観
音
立
像
�
市
有
形
文
化
財
（
彫
刻
）

�
昭
和
33
年
４
月
１
日
指
定

　
寛
政
11
年
（
１
７
９
９
年
）
11

月
12
日
に
塩
沢
の
地
に
訪
れ
た

木
喰
五
行
上
人
は
、
こ
こ
の
小

久
保
紋
次
の
家
に
一
週
間
ほ
ど

滞
在
し
て
、
こ
の
十
一
面
観
音

を
彫
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
像
は
、
高
さ
1.1
メ
ー
ト

ル
、
檜
材
の
一
木
造
り
で
、
右

腕
に
緑
青
、
腰
か
ら
脚
に
か
け

て
朱
、
蓮
台
は
黒
、
赤
と
わ
ず

か
に
彩
色
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　
彫
像
者
に
由
来
し
て
木
喰
仏

と
も
呼
ば
れ
る
こ
の
像
は
、
他

の
木
喰
仏
同
様
に
独
特
の
微
笑

が
口
元
に
も
れ
、
頭
上
仏
の
彫

り
の
単
純
さ
と
相
ま
っ
て
い
る

と
こ
ろ
に
や
さ
し
い
姿
の
観
音

様
の
印
象
を
見
る
人
に
感
じ
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
ち
ょ
っ
と
猫
背
な
感

じ
の
こ
の
仏
像
の
鼻
が
欠
け
て

い
る
の
も
ユ
ニ
ー
ク
な
雰
囲
気

を
か
も
し
だ
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
美
術
品
や
偶
像
と
し
て

で
は
な
く
、
も
っ
と
身
近
な
観

音
像
で
あ
っ
た
た
め
か
、
子
供

た
ち
の
遊
び
相
手
と
し
て
「
一

緒
に
寝
た
り
、
抱
い
た
り
、
転

が
し
た
り
し
て
」
遊
ん
だ
た
め

に
鼻
が
欠
け
た
り
、
ヒ
ビ
が
入

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
月
か
ら
豊
橋
市
美
術
博
物

館
で
全
国
巡
回
展
示
の
木
喰
展

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

文
化
課
　
☎
23
‐
7
6
5
5

●問
本

�

で 　ぞ め し き

ほ づ み

も

く

じ

き

ご

ぎ
ょ
う

く

　
ぼ

　
も

ん

じ

こ

ひ
の
き
ざ
い

も

く

じ

き

ぶ

つ

も

く

じ

き

て

ん

ろ
く
し
ょ
う

れ

ん

だ

い

し
ゅ
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市
観
光
協
会

　
　
　（
市
役
所
観
光
課
内
）

　
　
　
☎
32
‐
1
9
8
5

　
　
　
�
32
‐
2
1
1
1

　
毎
年
８
月
、
夏
の
新
城
の
夜
空

を
彩
る
花
火
大
会
で
あ
な
た
の
大

切
な
思
い
出
を
花
火
に
し
て
、
心

第
8
回

つ
く
し
ん
ぼ
う
ス
ポ
レ
ク
祭

生
誕
290
年
　
木
喰
展

　
庶
民
の
信
仰
・
微
笑
仏

東
三
河
ふ
る
さ
と
公
園

七
夕
ま
つ
り

2
0
0
8

新
城
納
涼
花
火
大
会

　
　
　
　
思
い
出
花
火
募
集

今
泉
勇
　
水
彩
画
作
品
展

　
旧
七
郷
一
色
小
学
校
で
教
鞭
を

と
っ
た
こ
と
が
縁
で
、
旧
鳳
来
町

の
美
し
い
風
景
を
知
り
ま
し
た
。

　
四
季
の
織
り
成
す
自
然
の
風
景

に
感
動
し
て
水
彩
で
描
き
続
け
た

鳳
来
寺
山
付
近
の
風
景
作
品
を
展

示
し
ま
す
。

　
訪
れ
る
皆
さ
ん
に
作
品
を
通
し

て
素
晴
ら
し
い
自
然
を
味
わ
っ
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　
6
月
１
日

（日）
〜
29
日

（日）

　（
休
館
日
　
月
曜
日
・
火
曜
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
29
日
は
午
前
中
の
み
展
示

　
観
来
館
（
鳳
来
寺
山
　
表
参
道

　
入
口
）

観
来
館
6
月
の
展
示

地
域
振
興
課

☎
32
‐
0
5
1
3

ス
ポ
ー
ツ
課

☎
23
‐
7
6
5
3

自
然
を
楽
し
く
学
ぶ
野
外
学
習
会

「
鳳
来
寺
山
で
初
夏
の
生
き
も
の
と

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
な
ど
を
観
察
し
よ
う
」

　
　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
　
☎
35
‐
1
0
0
1

　
　
�
35
‐
5
0
1
2

　hri-hakub
utukan1@

city.shinshiro.lg.jp

　

（
は
が
き
の
場
合
の
郵
送
先
）

　
〒
４
４
１
‐
１
９
４
４

　
新
城
市
門
谷
字
森
脇
６

　
６
月
１
日

（日）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

　
鳳
来
寺
山

　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
大
人
500
円
、
小
中
学
生
300
円

　
50
人

　
筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物

　
野
外
活
動
が
で
き
る
服
装

　
博
物
館
学
術
委
員
（
動
物
分
野
）

　
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は
往
復
ハ

　
ガ
キ
で
受
け
付
け
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
と
遊
び
が
大
集
合
！

　
つ
く
し
ん
ぼ
う
ス
ポ
レ
ク
祭
を

開
催
し
ま
す
。

　
６
月
７
日

（土）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
県
営
新
城
総
合
公
園

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
・
む
か
し
の

　
遊
び
コ
ー
ナ
ー

　
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
・

　
体
験

　
少
年
野
球
大
会

　
テ
ニ
ス
教
室

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
体
験

　
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ

　
ド
ッ
ヂ
ビ
ー

　
弓
道
大
会
・
講
習
会
・
遠
的
体

　
験

※
種
目
は
、
変
更
す
る
こ
と
が
あ

　
り
ま
す
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
は

　
有
料
（
小
中
学
生
を
除
く
）

　
　
豊
橋
市
美
術
博
物
館

　
　
豊
橋
市
今
橋
町
３
の
１

　
　
☎
０
５
3
2
‐
51
‐
2
8
8
2

　
5
月
16
日

（金）
〜
6
月
22
日

（日）

　
（
月
曜
休
館
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
豊
橋
市
美
術
博
物
館

　
一
般
・
大
学
生
800

（600）
円

　
小
・
中
・
高
生
400

（300）
円

　
カ
ッ
コ
内
は
前
売
り
お
よ
び
20

　
人
以
上
の
団
体
料
金
で
す
。

　
見
る
人
の
心
を
和
ま
せ
る
や
さ

　
し
い
微
笑
み
を
た
た
え
た
木
喰

　
仏
。
江
戸
時
代
後
期
に
廻
国
修

　
行
を
続
け
な
が
ら
、
各
地
に
個

　
性
的
な
仏
像
を
多
く
残
し
た
木

　
喰
の
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
本
展
で
は
、
子
安
観
音
菩
薩（
徳

　
蔵
寺
所
蔵
・
新
城
市
指
定
文
化

　
財
）
な
ど
新
城
市
に
残
る
３
体

　
の
木
喰
仏
も
展
示
し
ま
す
。

　
東
三
河
ふ
る
さ
と
公
園
管
理
事

　
務
所

　
☎
０
５
3
2
‐
87
‐
9
3
0
1

　
東
三
河
ふ
る
さ
と
公
園
　
管
理

　
棟
内

　
豊
川
市
御
油
町
滝
ヶ
入
11
‐
２

　
６
月
21
日

（土）
〜
７
月
７
日

（月）

　
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
配
布
は
期
間
中

　
の
土
、
日
曜
日
の
先
着
20
人
。

　
雨
天
決
行
。
た
だ
し
、
大
雨
、

　
暴
風
警
報
発
令
時
は
中
止
。

　
管
理
棟
内
に
笹
飾
り
を
設
置
し

　
て
、
ご
来
園
の
皆
さ
ま
に
夢
や

　
願
い
を
短
冊
に
書
い
て
飾
っ
て

　
い
た
だ
く
。
期
間
中
は
ご
家
庭

　
で
も
七
夕
気
分
が
満
喫
で
き
る

　
七
夕
セ
ッ
ト
（
笹
竹
、
短
冊
、

　
色
紙
な
ど
）
の
先
着
プ
レ
ゼ
ン

　
ト
も
あ
り
、
ど
な
た
で
も
お
楽

　
し
み
い
た
だ
け
る
内
容
で
す
。

　
東
三
河
ふ
る
さ
と
公
園
　
管
理

　
棟

　
無
料■鳳

●申
●問

●時
●所

●受
●対

●応

●内

対象・資格

申し込み

問い合わせ

内容

●講
●定

講師・指導

募集人員

応募方法

日時・期間

場所・会場

●集 集合場所

受け付け

省略文字の見方

●〆 締め切り

●HP

●em

●持
●￥

●他 その他

費用・会費

ホームページ

Eメール

持ち物

本庁

鳳来総合支所

作手総合支所

■本
■鳳
■作

●受●￥

●￥

●￥

も
く
じ
き

も
く
じ
き

ぶ
つ

み

に

こ

ん

か

ん

き
ょ
う
べ
ん

え

ん

て

き

た

い

け

ん

ぶ
つ

こ
　
や
す
か
ん

の
ん

ぼ

さ
つ

い
ま
い
ず
み
　
い
さ
む

●内

●内

●他

●他

●持 ●定 ●集●申 ●講

●時●時

●時

●所

●所

●所●所

●所

●問
■鳳

●問
■本

●問

み

に

こ

ん

か

ん

も
く
じ
き
て
ん

●em●時

●時

●問
●申

●問
●申

●問
●申
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設
楽
原
歴
史
資
料
館

　
　
☎
22
‐
0
6
7
3

　
　
文
化
課

　
　
☎
23
‐
7
6
5
5

　
　
設
楽
原
歴
史
資
料
館

　
　
☎
22
‐
0
6
7
3

　
健
康
と
美
容
に
よ
く
、
精
神
的

な
ス
ト
レ
ス
を
癒
や
す
と
言
わ
れ

る
今
人
気
の
ヨ
ガ
。
次
の
要
領
で

開
催
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
６
月
19
日

（木）
〜
8
月
21
日

（木）

　
毎
週
木
曜
日
（
10
回
実
施
）

　
午
後
１
時
30
分
か
ら

　
（
１
時
間
30
分
程
度
）

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
　

　
軽
運
動
場

　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
購
入
代

　
１，
０
０
０
円
程
度

　
す
で
に
お
持
ち
の
方
は
参
加
費

　
無
料

　
40
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

　
切
り
ま
す
）

　
６
月
５
日

（木）

　
午
前
８
時
30
分
か
ら
受
付
開
始

　
電
話
受
付

　
保
険
医
療
課
（
23
‐
７
６
２
５
）

　
初
心
者
を
対
象
に
し
た
講
座
で

　
す
か
ら
無
理
な
く
始
め
ら
れ
ま

　
す
。
年
齢
を
問
わ
ず
楽
し
め
ま

　
す
。

　
歩
く
こ
と
を
中
心
と
し
た
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
で
腰
や
膝
に
負
担
が
か

か
り
ま
せ
ん
。
有
酸
素
運
動
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
体
脂
肪
（
特
に

内
臓
脂
肪
）を
効
果
的
に
燃
焼
し
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
対
策
に
も
有
効
で

す
。

　
６
月
16
日

（月）
〜
８
月
25
日

（月）

　
毎
週
月
曜
日
（
10
回
実
施
）

　
午
前
10
時
か
ら

　
（
１
時
間
30
分
程
度
）

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
軽
運
動
場

　
無
料

　
45
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

　
切
り
ま
す
）

　
６
月
２
日

（月）

　
午
前
８
時
30
分
か
ら

　
電
話
受
付

　
保
険
医
療
課
（
23
‐
７
６
２
５
）

　
初
心
者
を
対
象
に
し
た
講
座
で

　
す
か
ら
無
理
な
く
始
め
ら
れ
ま

　
す
。
年
齢
を
問
わ
ず
楽
し
め
ま

　
す
。

　
郷
土
の
歴
史
・
民
俗
・
自
然
な

ど
を
楽
し
く
学
ぶ
郷
土
研
究
会
の

会
員
を
募
集
し
、
月
例
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
年
会
費
　
２，
０
０
０
円

　
市
民
体
育
館
会
議
室
他

　
８
月
23
日

（土）
　
午
後
２
時

　
続
新
城
市
の
民
俗
芸
能

　
林

正
雄

氏

　
９
月
20
日

（土）
　
午
後
２
時

　
農
耕
儀
礼

　
伊
東

文
弘

氏

　
10
月
25
日

（土）
　
午
後
２
時

　
塩
瀬
九
兵
衛

　
塩
瀬

忠
夫

氏

　
11
月
３
日

（月）
祝
　
午
後
1
時

　
冨
賀
寺
　
寺
宝
拝
観

　
12
月
13
日

（土）
　
午
後
２
時

　
続
和
牛
の
は
な
し
　
面
白
雑
話

　
土
居

佳
治

氏

　
平
成
21
年
２
月
21
日

（土）

　
午
後
２
時

　
続
川
合
家
遺
稿
か
ら

　
夏
目

利
美

氏

　
平
成
21
年
３
月
21
日

（土）

　
午
後
２
時

　
豊
川
松
永
寺
鳥
居
会
文
書

　
山
内

祥
二

氏

　
郷
土
の
歴
史
・
民
俗
・
自
然
な

ど
を
楽
し
く
学
ぶ
講
座
を
開
催
し

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
50
人

　
１，
０
０
０
円
（
５
回
分
）

　
市
民
体
育
館
会
議
室
他

第
１
回

　
５
月
31
日

（土）
　
午
後
１
時
30
分

　
川
合
家
遺
稿
か
ら
―
狼
煙
場
・

　
奇
襲
隊
の
渡
河
点
等
の
話

　
夏
目

利
美

氏

第
２
回

　
６
月
７
日

（土）
　
午
後
１
時
30
分

　
長
篠
城
Ｃ
Ｇ
復
元
に
つ
い
て

　
岩
山

欣
司

氏

第
３
回

　
６
月
14
日

（土）
　
午
後
１
時
30
分

　
昆
虫
の
話

　
水
谷

英
夫

氏

第
４
回

　
６
月
28
日

（土）
　
午
後
10
時
30
分

　
稲
武
　
古
橋
懐
古
館
見
学
他

第
５
回

　
７
月
12
日

（土）
　
午
後
１
時
30
分

　
信
長
・
家
康
・
勝
頼
　
三
人
の

　
設
楽
原

　
小
林

芳
春

氏

　
つ
く
で
の
森
の
音
楽
祭
実
行
委

員
会
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
活
躍

す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
中
沖
玲
子
さ
ん

と
一
緒
に
演
奏
し
て
み
た
い
小
中

高
生
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
方
法

・
市
内
在
住
、
在
学
の
小
中
高
生

　（
保
護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
）

・
ピ
ア
ノ
ま
た
は
ピ
ア
ノ
伴
奏
で

　
演
奏
す
る
楽
器（
バ
イ
オ
リ
ン
・

健
康
教
室
・
ヨ
ガ

健
康
教
室

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

出
演
者
の
募
集
に
つ
い
て

新
城
市
郷
土
研
究
会

会
員
募
集

第
33
回

ふ
る
さ
と
講
座
受
講
生
募
集

に
残
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

例
え
ば
　

祝

お
誕
生
花
火

　
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
が
生
ま

　
れ
た
（
生
ま
れ
る
）
方
の
お
祝
い

　
花
火

祝

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
花
火
　
 

　
今
年
ご
結
婚
さ
れ
た
（
さ
れ
る
）

　
カ
ッ
プ
ル
の
お
祝
い
花
火

祝

○
○
記
念
花
火

　
還
暦
、
米
寿
な
ど
の
お
祝
い
花
火

花
火
の
種
類
と
金
額

　
5
号
…
1
万
円
・
8
号
…
3
万
円

　
10
号
…
5
万
円

特
典

①
新
城
の
納
涼
花
火
大
会
プ
ロ
グ

　
ラ
ム
に
名
前
（
愛
称
可
）
を
掲
載

　
い
た
し
ま
す
。

②
人
生
の
思
い
出
花
火
打
ち
上
げ

　
時
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ア
ナ
ウ
ン

　
ス
い
た
し
ま
す
。

※
観
光
課
に
あ
る
申
込
用
紙
に
記

　
入
の
う
え
、
現
金
を
添
え
て
６

　
月
20
日

（金）
ま
で
に
市
観
光
協

　
会
（
鳳
来
総
合
支
所
）
へ
お
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い
。

保
険
医
療
課

☎
23
‐
7
6
2
5

保
険
医
療
課

☎
23
‐
7
6
2
5

は
や
し
　
ま
さ

お

い
　
と
う
　
　
ふ
み
ひ
ろ

な
つ
　
め
　

と
し

み

い
わ
や
ま
　

き
ん
　
じ

み
ず
た
に
　

ひ
で

お

こ
ば
や
し
　
よ
し
は
る

ふ
る
は
し

か
い

こ
な
か

お
き

れ
い

こ

し
お
　
せ
　
き
ゅ
う

べ
　
い

し
お
　
せ
　
　
た
だ
　
お

ど
　
い
　
　
　
よ
し

は
る

な
つ

め
　
　
と
し

み

や
ま
う
ち
　
し
ょ
う

じ

ふ
　
　が
　
　
じ

●￥

●￥

●￥

●￥

●他

●他

●受

●受

●定

●定

●定

●申

●申●講

●所

●所●所

●所

●時

●時●時●内

●講 ●時●内●講 ●時●内●講 ●時●内 ●講

●時

●内

●講

●時

●内●講 ●時●内●講 ●時●内●講 ●時●内●講 ●時●内 ●時●内

●時●内

●問
●申

●問
●申

●問
●申

●問
●申

●問
●申
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特
定
公
共
賃
貸
住
宅

　
城
山
ハ
イ
ツ

〇
入
居
資
格

　
所
得
が
中
位
に
あ
る
者
で
自
ら

居
住
す
る
た
め
、
住
宅
を
必
要
と

す
る
者
の
う
ち
、
現
に
同
居
し
、

ま
た
は
現
に
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
が
あ
る
者
。

若
者
定
住
促
進
住
宅
　

　
草
谷
ハ
イ
ツ

〇
入
居
資
格

　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
婚
姻
し

て
い
る
者
ま
た
は
現
在
婚
約
中
で

三
月
以
内
に
婚
姻
す
る
予
定
の
者

で
、
男
女
い
ず
れ
も
40
歳
未
満
の

者
の
う
ち
、
住
宅
退
去
後
も
引
き

続
き
市
内
に
居
住
を
希
望
す
る
者
。

〇
入
居
期
間
　
5
年
以
内

所
在
地
　

　
両
住
宅
と
も
作
手
高
里
地
内

募
集
戸
数
　
各
１
戸

　
応
募
期
間
は
6
月
10
日

（火）
ま
で
、

家
賃
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地
域
整
備
課

☎
37
‐
2
2
9
7

都
市
計
画
課

☎
23
‐
7
6
4
0

経
済
建
設
課

☎
32
‐
1
9
7
7

テ
ニ
ス
教
室
受
講
生
募
集

市
営
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

及
び
若
者
定
住
促
進
住
宅

入
居
者
募
集

平
成
20
年
度

臨
時
職
員
（
発
掘
整
理
作
業
員
）

の
募
集
に
つ
い
て

　
市
で
は
、
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘

調
査
報
告
書
作
成
等
の
作
業
に
従

事
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

ま
す
。

　
ど
な
た
で
も

　
遺
跡
よ
り
出
土
し
た
遺
物
の
整

　
理
作
業
な
ら
び
に
報
告
書
作
成

　
補
助

　
７
月
〜
平
成
21
年
３
月
下
旬
（
予

　
定
）

　
長
篠
地
域

作
業
時
間
　

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
（
１
日
６
時
間
、
月
13
日
）

賃
金
　
880
円
／
時

　
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

　
上
、
写
真
を
貼
付
し
た
も
の
を

　
文
化
課
（
市
民
体
育
館
２
階
）
ま

　
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
６
月
16
日

（月）

　
新
城
テ
ニ
ス
協
会
で
は
、
市
内

に
在
住
在
勤
ま
た
は
協
会
員
の
方

で
、
初
心
者
か
ら
中
級
者
ま
で
（
小

学
生
高
学
年
か
ら
）
を
対
象
に
テ

ニ
ス
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
６
月
22
日
、
29
日
、

　
７
月
６
日
、
13
日
、
20
日
、

　
８
月
３
日
の
日
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
か
ら

　
午
前
11
時
30
分
ま
で

　
新
城
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
初
心
者
、
初
級
、
中
級
者

　
各
10
人

　
３，
０
０
０
円

　
ス
ポ
ー
ツ
課
に
て
随
時
受
け
付

　
け
ま
す
。
電
話
で
お
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。

　
　
市
教
育
委
員
会
（
文
化
課
）

　
　
☎
23
‐
7
6
5
5

市
民
パ
ソ
コ
ン
塾

　
　
じ
ょ
う
ほ
う
課

　
　
☎
23
‐
7
6
2
3

　
　
�
23
‐
7
2
9
6

　
　
　jo

h
o

@
c

ity.sh
in

sh
iro

.lg
.jp

　
（
は
が
き
の
場
合
の
郵
送
先
）

　
〒
4
4
1
‐
1
3
9
2

　 

新
城
市
役
所
じ
ょ
う
ほ
う
課

　
「
パ
ソ
コ
ン
塾
」
係

　
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
市
民
パ

ソ
コ
ン
塾
を
開
催
し
ま
す
。
パ
ソ

コ
ン
初
心
者
の
方
を
対
象
に
、
電

源
の
入
れ
方
や
基
本
操
作
、
簡
単

な
文
書
作
成
な
ど
を
や
さ
し
く
、

て
い
ね
い
に
指
導
し
ま
す
。

　
6
月
21
日

（土）
　
　
　
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30
分

　
午
後
１
時
30
分
〜
５
時

　
（
計
６
時
間
）
　

　
新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

　
12
人

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
、

　
抽
選
を
行
い
ま
す
。

　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代

　
と
し
て
１
，

０
０
０
円
が
必
要

　
で
す
）

　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
、
18

　
歳
以
上
の
初
心
者
の
方
（
キ
ー

　
ボ
ー
ド
を
触
っ
た
こ
と
が
な
い

　
方
な
ど
）

申
込
期
間
　

　
5
月
26
日

（月）
〜
6
月
10
日

（火）

　
は
が
き
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ

　
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。
名
前
、

　
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、

　
年
齢
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

生
涯
学
習
課

☎
23
‐
7
6
5
4

【
に
こ
に
こ
】

　
子
育
て
に
関
す
る
学
習
や
遊
び

を
通
し
て
、
親
子
の
絆
を
深
め
、

交
友
関
係
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
年
間
10
回
程
度

　
第
2
回
　
6
月
23
日

（月）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

　
七
夕
を
楽
し
も
う
！

　
未
就
園
児
と
そ
の
親

　
参
加
自
由
で
申
し
込
み
は
不
要

　
で
す
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

　
だ
さ
い
。

　
無
料

ス
ポ
ー
ツ
課

☎
23
‐
7
6
5
3

　
豊
橋
市
　
公
園
緑
地
課

　
☎
0
5
3
2
‐
51
‐
2
6
5
5

　
豊
橋
市
で
は
近
隣
市
町
村
を
含

め
、
広
域
的
に
緑
の
効
果
を
啓
発

す
る
と
と
も
に
、
緑
（
環
境
）
の
持

つ
意
義
を
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
写
真
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
組
み
合
わ
せ
た
作
品

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
豊

橋
市
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ

　
「
ふ
れ
あ
い
」

　
　
　
〜
花
・
緑
と
と
も
に
〜

　
11
月
30
日

（日）
　
当
日
消
印
有
効

　
フ
ル
ー
ト
・
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
な

　
ど
）
や
歌
唱
が
で
き
る
方
で
次

　
の
全
て
に
参
加
で
き
る
方

　
①
8
月
下
旬
（
練
習
・
打
合
せ
）

　
②
9
月
13
日

（土）
（
練
習
・
お
さ

　
　
ら
い
コ
ン
サ
ー
ト
）

　
③
9
月
14
日

（日）
つ
く
で
の
森
の

　
　
音
楽
祭
「
中
沖
玲
子
お
月
見

　
　
コ
ン
サ
ー
ト
」
聴
講

　
５
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

　
選
考
）

　
新
城
市
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ン
タ
ー

　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

　
入
し
演
奏
希
望
曲
の
楽
譜
等

　
を
添
え
て
、
お
申
し
込
み
く
だ

　
さ
い
。

第
3
回

花
と
緑
に
よ
せ
る

フ
ォ
ト
＆
メ
ッ
セ
ー
ジ
募
集

●問
■作■本■鳳

●問
●申

●問
●申

●￥ ●定●申 ●所

●所

●時

●時 ●対●内●〆

●所

●申

●時

●応

●応

●定

●￥

●em
●問
●申

●￥ ●対●他
●申
●問

■本

き
ず
な

●内 ●所 ●時

●問 ●定●所●応
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日
本
人
と
在
日
外
国
人
の
子
ど

も
た
ち
が
富
士
山
の
ふ
も
と
に
集

合
！
み
ん
な
一
緒
に
楽
し
い
キ
ャ

ン
プ
、
富
士
登
山
な
ど
新
し
い
仲

間
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

 
７
月
30
日

（水）
〜
８
月
３
日

（日）

 
４
泊
５
日

 
山
梨
県
山
中
湖
村
営
山
中
湖
キ
 
 

　
ャ
ン
プ
場

　
日
本
人
140
人
　
外
国
人
40
人

　
小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生

　
富
士
登
山
、
ワ
イ
ド
ゲ
ー
ム
、

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
テ
ン
ト

　
設
営
、
野
外
炊
飯
、
ア
ン
ダ
ー

　
ス
タ
ー
ス
リ
ー
ピ
ン
グ
な
ど
。

　
７
月
４
日

（金）

　
４，
６
０
０
０
円
〜

※
地
域
別
費
用
は
別
紙
パ
ン
フ
レ

　
ッ
ト
を
参
照
く
だ
さ
い
。

　
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、

毎
年
６
月
に
現
況
届
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
５
月
下
旬
に
現

況
届
の
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
し
、
児
童
課
ま

た
は
鳳
来
・
作
手
総
合
支
所
の
市

民
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　
６
月
２
日

（月）
か
ら
30
日

（月）
ま
で

※
こ
の
届
出
が
な
い
と
、
６
月
分

　
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く

　
な
り
ま
す
。

　
児
童
手
当
（
２
〜
５
月
分
）
を
６

月
５
日

（木）
に
振
込
み
ま
す
の
で
、

受
給
者
の
方
は
金
融
機
関
で
お
確

か
め
く
だ
さ
い
。

※
出
産
、
転
居
、
転
職
な
ど
の
際

　
は
児
童
課
、
ま
た
は
鳳
来
・
作

　
手
総
合
支
所
の
市
民
福
祉
課
へ

　
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
の
現
況
届
提
出

児
童
手
当
の
振
り
込
み

第
29
回

　青
少
年
国
際
交
流

キ
ャ
ン
プ
参
加
者
募
集

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

表
計
算
エ
ク
セ
ル
（
基
礎
）

受
講
生
募
集
　

児
童
課

☎
23
‐
7
6
2
2

市
民
福
祉
課

☎
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課

☎
37
‐
2
2
1
1

児
童
課

☎
23
‐
7
6
2
2

市
民
福
祉
課

☎
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課

☎
37
‐
2
2
1
1

石
綿
健
康
被
害
に
よ
る

特
別
給
付
金
及
び
石
綿
に
よ
る

疾
病
の
労
災
補
償
請
求
に
つ
い
て

　
愛
知
労
働
局
労
災
補
償
課

　
☎
０
５
2
‐
972
‐
0
2
6
1

特
別
遺
族
給
付
金
請
求

　
平
成
21
年
３
月
27
日
ま
で
で
残

り
１
年
を
き
り
ま
し
た
。
こ
れ
以

後
は
請
求
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

年
金
と
し
て
支
給
さ
れ
る
特
別
遺

族
給
付
金
は
、
請
求
し
た
日
の
翌

月
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

特
別
遺
族
給
付
金
対
象
遺
族

　
平
成
13
年
３
月
26
日
ま
で
に
死

亡
し
た
労
働
者
の
遺
族
に
限
り
ま

す
。
平
成
13
年
３
月
27
日
以
降
に

死
亡
し
た
労
働
者
の
遺
族
は
労
災

保
険
法
に
規
定
す
る
遺
族
補
償
給

付
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
死
亡
日

か
ら
５
年
経
過
す
る
と
時
効
で
請

求
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

労
災
保
険
法
の
給
付
金
対
象

　
石
綿
に
よ
る
疾
病
（
中
皮
腫
、

肺
が
ん
等
）
に
り
患
し
、
現
在
療

養
中
の
労
働
者
は
、
労
災
保
険
法

の
療
養
補
償
給
付
・
休
業
補
償
給

●問

赤
十
字
国
際
人
道
法
一
日
講
座

　
日
本
赤
十
字
社
愛
知
県
支
部
　

　
青
少
年
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
課

　
名
古
屋
市
東
区
白
壁
一‐
五
〇

　
☎
０
５
2
‐
971
‐
1
5
9
1

　
�
０
５
2
‐
971
‐
1
5
9
0

　
「
赤
十
字
に
つ
い
て
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？
」
赤
十
字
の
活
動
や

そ
の
理
念
に
つ
い
て
、
実
際
の
活

動
の
紹
介
や
国
際
人
道
法
の
解
説

を
通
じ
て
学
ぶ
講
座
で
す
。

　
６
月
４
日

（水）

　
愛
知
県
豊
橋
赤
十
字
血
液
セ
ン

　
タ
ー（
豊
橋
市
東
脇
三
丁
目
四
‐一
）

　
無
料

　
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
と
「
赤

　
十
字
国
際
人
道
法
一
日
講
座
」

　
を
明
記
の
上
、
郵
送
ま
た
は
、

　
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く

　
だ
さ
い
。
電
話
に
よ
る
申
し
込

　
み
も
可
能
で
す
。

　
本
校
内
　
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

　
教
室
・
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
基
本
的
な
文
字
入
力
と
マ
ウ
ス

　
操
作
の
で
き
る
初
心
者

　
櫻
井

壽

氏
　
ウ
ェ
ブ
エ
イ
ジ

　
ェ
ン
ト
代
表

　
25
人

　
２
，

３
０
０
円
（
訓
練
初
日
に

　
現
金
で
徴
収
し
ま
す
）
な
お
、

　
早
退
し
て
も
、
２
日
目
を
欠
席

　
し
て
も
受
講
料
は
お
返
し
し
ま

　
せ
ん
。

　
表
計
算
に
よ
る
デ
ー
タ
処
理
、

　
グ
ラ
フ
作
成

　
７
月
５
日

（土）
午
前
９
時
〜
午

　
後
４
時
30
分

　
７
月
６
日

（日）
午
前
９
時
〜
午

　
後
３
時
40
分

　
筆
記
用
具
　
テ
キ
ス
ト

　
テ
キ
ス
ト
（
Ｆ
Ｏ
Ｍ
出
版

 
 
 
 
 
 
 

基
礎
）
を
お
持

ち
で
な
い
方
は
、
申
請
書
の
テ
キ

ス
ト
希
望
欄
に
○
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。
本
校
で
用
意
し
ま
す
。
単

価
は
２，
０
０
０
円
で
す
。

　
５
月
19
日

（月）
〜
６
月
20
日

（金）

　
た
だ
し
、
応
募
者
が
定
員
に
な

　
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
　

　
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
受
講

　
申
請
書
を
輸
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

　
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
し
て

　
く
だ
さ
い
。

愛
知
県
立
東
三
河
高
等
技
術

専
門
学
校

〒
4
4
1
‐
1
2
3
1

豊
川
市
一
宮
町
上
新
切
33
‐
４

☎
０
５
3
3
‐
93
‐
2
0
1
8

�
０
５
3
3
‐
93
‐
4
2
6
7

h
ig

a
sh

im
ika

w
a

‐se
n

m
o

n
ko

@
p

r
e
f.a

ic
h

i.lg
.jp

文
化
科
学
省

（財）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

〒
1
6
0
‐
0
0
0
4

東
京
都
新
宿
区
四
谷
２
‐
11
　

大
村
ビ
ル
３
階

（
担
当
　
高
田
・
藤
岡
）

☎
０3
‐
3
3
5
9
‐
8
4
2
1

in
fo

@
kskk.o

r.jp
h

ttp
://w

w
w

.kskk.o
r.jp

さ
く
ら
い
　

ひ
さ
し

●問
■本■鳳■作

●問
■本■鳳■作

●問
●申

●問●￥

●￥ ●内

●￥

●申

●申

●所

●所

●所

●時
●em

●問●em●HP
                                M

icr

osoft E
x
cel2002

●時

●時

●受 ●対●持 ●講●定

●対 ●定●〆
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今
月
は
「
父
の
日
」
に
ち
な
ん

で
、
お
父
さ
ん
を
テ
ー
マ
に
し
た

絵
本
や
、
お
父
さ
ん
の
た
め
の
絵

本
選
び
や
読
み
聞
か
せ
の
本
を
特

集
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
、

お
す
す
め
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

「
お
と
う
さ
ん
」

中
村

徹
／
作
　
瀬
辺
雅
之
／
絵

佼
成
出
版
社

　
動
物
の
子
ど
も
た
ち
が
、
お
父

さ
ん
自
慢
を
し
ま
す
が
、
自
慢
す

る
と
こ
ろ
が
な
い
お
父
さ
ん
を
も

つ
タ
ヌ
キ
は
、
さ
て
…
。

　
親
子
の
愛
情
が
伝
わ
る
本
で
す
。

「
あ
か
ち
ゃ
ん
ひ
ま
わ
に
」

あ
き
や
ま
た
だ
し
／
作
・
絵

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

　
ひ
ま
わ
り
み
た
い
な
ワ
ニ
の
ひ

ま
わ
に
。
そ
の
あ
か
ち
ゃ
ん
が
花

び
ら
を
開
く
の
を
、
じ
っ
く
り
見

守
る
お
父
さ
ん
の
姿
が
素
敵
な
、

ほ
の
ぼ
の
絵
本
で
す
。

「
お
と
う
さ
ん
が
お
と
う
さ
ん
に

な
っ
た
日
」

長
野
ヒ
デ
子
／
作
・
絵

童
心
社

　
３
人
目
の
子
ど
も
を
自
宅
出
産

で
迎
え
る
お
父
さ
ん
が
、
子
ど
も

た
ち
に
お
父
さ
ん
に
な
っ
た
気
持

ち
を
話
し
ま
す
。
お
父
さ
ん
の
愛

情
が
伝
わ
る
あ
た
た
か
な
絵
本
で

す
。

「
絵
本
で
あ
そ
ぼ
！
」

パ
パ

’
Ｓ
絵
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／
著

小
学
館

　
パ
パ
た
ち
が
実
際
に
読
み
聞
か

せ
を
し
て
親
子
と
も
気
に
入
っ
た

本
を
と
り
あ
げ
、
子
ど
も
に
ウ
ケ

る
読
み
聞
か
せ
の
方
法
を
伝
授
し

て
く
れ
ま
す
。

図
書
館
だ
よ
り

新
城
図
書
館

☎
23
‐
2
3
3
3

http://www.library.shinshiro.aichi.jp/

●問●HP

新
城
警
察
署
だ
よ
り

外
国
人
労
働
者
問
題
啓
発
月
間

　
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
の
成

功
に
向
け
て

〜
テ
ロ
未
然
防
止
の
た
め

　
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
〜

　
７
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
の
間

に
北
海
道
洞
爺
湖
地
域
で
サ
ミ
ッ

ト
（
注
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
主
要
国
の
首
脳
が
一
堂
に
会
す

る
サ
ミ
ッ
ト
は
、
テ
ロ
リ
ス
ト
に

と
っ
て
格
好
の
攻
撃
対
象
で
あ
り
、

平
成
17
年
の
英
国
に
お
け
る
グ
レ

ン
イ
ー
グ
ル
ズ
・
サ
ミ
ッ
ト
開
催

時
に
は
、
開
催
地
か
ら
遠
く
離
れ

た
首
都
ロ
ン
ド
ン
で
公
共
交
通
機

関
を
狙
っ
た
テ
ロ
事
件
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
で
も
、
首
脳

会
議
が
行
わ
れ
る
北
海
道
洞
爺
湖

地
域
や
そ
の
他
の
閣
僚
会
議
の
開

催
地
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
外
の

地
域
に
お
い
て
も
、
公
共
交
通
機

関
等
に
対
す
る
テ
ロ
の
発
生
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

　
愛
知
県
警
察
で
は
、
こ
の
よ
う

な
テ
ロ
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、

名
古
屋
駅
を
始
め
と
す
る
主
要
な

駅
や
中
部
国
際
空
港
な
ど
に
警
察

官
を
配
置
し
て
警
戒
を
強
化
し
て

い
ま
す
。

　
警
察
官
が
不
審
な
人
や
物
を
発

見
す
る
た
め
、
行
き
先
や
持
ち
物

に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
注
）
日
本
、
米
国
、
英
国
、
イ
タ

　
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、

　
ロ
シ
ア
、
カ
ナ
ダ
の
首
脳
及
び

　
Ｅ
Ｕ
の
委
員
長
が
参
加
し
て
毎

　
年
開
催
さ
れ
る
会
議
で
す
。

新
城
警
察
署
☎
22
‐
0
1
1
0

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
城

　
☎
22
‐
1
1
6
0

　
６
月
は
外
国
人
労
働
者
問
題
啓

発
月
間
で
す
。
外
国
人
労
働
者
の

適
正
な
雇
用
・
労
働
条
件
の
確
保

と
不
法
就
労
の
防
止
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

外
国
人
を
雇
用
す
る
事
業
主
の
方

は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
届
出
が

必
要
で
す
。

付
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◇
石
綿
ば
く
露
の
原
因
が
業
務
に

よ
る
も
の
か
、
業
務
以
外
の
原
因

に
よ
る
も
の
か
明
ら
か
で
な
い
場

合
は
労
災
保
険
給
付
と
救
済
給
付

の
申
請
を
同
時
に
行
う
こ
と
も
可

能
で
す
。

平
成
20
年
度

第
１
回
国
有
地
一
般
競
争
入
札

　
東
海
財
務
局
管
財
部
第
4
総
括

　
部
門
（
担
当
　
小
栗
・
平
良
）

　
名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
３
‐
３
‐
１

　
☎
０
５
2
‐
951
‐
1
7
1
0

入
札
方
法

　
期
間
入
札
（
郵
送
ま
た
は
持
参

　
に
よ
る
入
札
に
加
え
、
電
子
入

　
札
も
可
能
で
す
）

入
札
予
定
物
件
数

　
愛
知
県
内
　
43
物
件

日
程

　
公
示
日
　
５
月
27
日

（火）

入
札
書
受
付
期
間

　
６
月
17
日

（火）
〜
６
月
23
日

（月）

開
札
日

　
７
月
14
日

（月）

　
公
示
日
以
降
、
入
札
手
続
き
、

物
件
の
内
容
を
示
し
た
「
入
札
の

し
お
り
」
を
東
海
財
務
局
で
配
布

し
ま
す
。

　
入
札
物
件
の
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
東
海
財
務
局
管
財
部
第
４

統
括
部
門
ま
で
ご
照
会
く
だ
さ
い
。

●問

　
新
城
法
務
総
合
事
務
所

　
☎
22
‐
4
0
7
6

　
愛
知
県
司
法
書
士
会
新
城
支
部

で
は
、
多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
サ
ラ
金
・
ク
レ

ジ
ッ
ト
な
ど
へ
の
返
済
に
お
困
り

の
方
を
対
象
に
、
自
己
破
産
や
任

意
整
理
、
過
払
い
金
返
還
請
求
な

ど
の
債
務
整
理
手
続
き
に
つ
い
て
、

司
法
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
ご
相
談
は
、
予
約
優
先
で
行
い

ま
す
。
な
お
、
相
談
内
容
は
秘
密

厳
守
で
行
い
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
新
城
文
化
会
館

　
会
議
室
101
号
室
他

　
７
月
12
日

（土）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
無
料

　
☎
22
‐
４
０
７
６

　
平
日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
〒
４
４
１
‐
１
３
８
４

　
新
城
市
西
入
船
29
番
地
１

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

の
開
催

と
お
る

せ
　
べ
　
ま
さ

ゆ
き

●問

●問

●問●所

●時●￥●受
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消防署　　　☎ 22‐1119●問

●問

　
平
成
20
年
4
月
か
ら
の
消
防
団
1
団
制
に
伴
い
、
分
団
名
が
次
の
と
お
り
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
管
轄
す
る
行
政
区
も
一
部
変
更
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
※
新
城
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
防
総
務
課
消
防
グ
ル
ー
プ
　
☎
22
‐
４
８
０
３

行政区別管轄分団（Ｈ20.4.1～）

団本部、方面隊� 　分　団�　　　　班� 　　　　　　　　区　　　　　　　域

第１

第２

第３

第４

第５

第１

第２

第３

第１

第２

第３

第４

第５

第６

第７

第１

第２

第１

第２

第３

第４

第１

第２

第１

第２

第１

第２

第３

第１

第２

第３

第４

第１

第２

第３

第４

第１

第２

第３

第４

第１

第２

第１

第１

第２

第１

第２

第３

新城市全域

東新町、西新町、弁天

本町、入船

新城中町、的場

栄町

橋向

片山、徳定、山、臼子、今出平、諏訪、杉山、石田

野田、中市場、大野田、稲木、上市場東住宅、上市場西住宅

豊島、川田、川田原

平井、上平井、矢部

富沢、富永

大宮、牛倉、須長

八束穂、竹広、川路

浅谷、出沢、横川

大海、緑が丘

有海

市川、塩沢、鳥原

吉川

小畑、中宇利

富岡東部、富岡中部、富岡西部

黒田、一鍬田、八名井、東清水野

庭野

玖老勢、副川

門谷（鳳来寺県有林の区域は除く）

布里、只持、源氏、恩原、大輪、湯島

一色、塩瀬、島田

海老千原田、海老下町、海老山中、海老副川　

海老中町、海老丁塚、海老入洞、海老川売、海老須山

四谷、連合

内金上、内金下、杉下、芳ケ入、富保

長篠西、本郷

蔵平、小川

栗衣、大平、本久

上新戸、中新戸、下新戸、柿本、五反田、定国、紺東、紺西、

大田輪、山吉田山中、小阿寺、高野、阿寺大沢

上吉田

竹ノ輪

多利野、黄柳野

浅畑、下平、東矢田、寺林、大峠、引地、橋平、湯谷、槙原、

ドウデイ、柿平、門谷（鳳来寺県有林の区域に限る）

井代、能登瀬、名越

大野

睦平、細川、秋葉巣山、七郷一色

名号

鳳来川合、池場

明和、長者平

守義、菅沼、木和田、善夫

黒瀬、西田原、東田原、岩波、南中河内、北中河内

鴨ヶ谷、市場

作手須山、北畑、野郷、作手川合、相寺

和田、見代、戸津呂、杉平、赤羽根、小林、東高松、大和田、田代

新　　城

千　　郷

東　　郷

舟　　着

八　　名

鳳 来 寺

鳳 来 西

海　　老

鳳来中部

山 吉 田

東　　陽

鳳 来 東

作 手 中

作 手 北

作 手 南

第１方面隊

第２方面隊

第３方面隊

第４方面隊

第５方面隊

第６方面隊

団　本　部

ラ ッ パ
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新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
2
8
3
9

　
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
方

※
詳
し
い
内
容
は
、
新
城
・
鳳

　
来
の
各
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
6
月
24
日

（火）
　
午
前
10
時

　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
2
8
3
9

　
6
月
10
日

（火）
　
午
前
10
時

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
6
月
20
日

（金）
　

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
こ
こ
ろ
の
病
な
ど
で
生
活
に

　
不
安
を
感
じ
て
い
る
方

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
創
作

　
活
動
な
ど

社
会
復
帰
教
室
（
要
申
込
）

女
性
の
健
康
診
査（
要
申
込
）

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

集
団
が
ん
検
診
（
要
申
込
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
6
月
26
日

（木）

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

機
能
訓
練
教
室
（
要
申
込
）

　
6
月
21
日

（土）
　
午
前
実
施

　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん

※
大
腸
が
ん
検
診
は
、
胃
が
ん

　
検
診
と
セ
ッ
ト
の
受
診
で
す
。

　
6
月
26
日

（木）

　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
乳
が
ん
　
1
日
実
施

　
子
宮
が
ん
　
午
後
実
施

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
2
8
3
9

　
6
月
27
日

（金）
　
午
前
実
施

　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん

※
大
腸
が
ん
検
診
の
み
を
希
望

　
さ
れ
る
方
は
、
保
健
セ
ン
タ

　
ー
で
容
器
な
ど
を
お
渡
し
し

　
ま
す
。

　
6
月
1
日

（日）
　
午
前
実
施

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
子
宮

　
が
ん
・
前
立
腺
が
ん

※
前
立
腺
が
ん
検
診
は
、
胃
が

　
ん
検
診
と
セ
ッ
ト
の
受
診
で
す
。

※
大
腸
が
ん
検
診
の
み
を
希
望

　
さ
れ
る
方
は
、
保
健
セ
ン
タ

　
ー
で
容
器
な
ど
を
お
渡
し
し

　
ま
す
。

　
胃
が
ん
700
円
・
大
腸
が
ん
300
円
・

　
子
宮
が
ん
600
円
・
乳
が
ん
1,

　
0
0
0
円
・
前
立
腺
が
ん
400
円

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

　
6
月
20
日

（金）
　

　
午
前
９
時
45
分
〜
正
午

　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

　
平
成
19
年
8
月
か
ら
平
成
20

　
2
月
生
ま
れ
ま
で
の
乳
児
と

　
そ
の
保
護
者

　
6
月
27
日

（金）
　

　
午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
平
成
19
年
9
月
か
ら
11
月
生

　
ま
れ
ま
で
の
乳
児
と
そ
の
保

　
護
者

　
母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、

　
よ
だ
れ
か
け
、
タ
オ
ル
、
お
茶
、

　
筆
記
具

か
み
か
み
離
乳
食
教
室（
要
申
込
）

　
７
月
１
日

（火）

　
７
月
10
日

（木）

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
昭
和
44
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

　
３
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
女
性

　
で
、
健
診
の
受
診
機
会
が
な
い

　
方

　
一
般
健
康
診
査
（
身
体
計
測
・

　
血
圧
測
定
・
尿
検
査
・
血
液
検

　
査
・
内
科
診
察
）
骨
密
度
測
定
・

　
乳
が
ん
検
診

　
１，
７
０
０
円

※
平
成
20
年
４
月
以
降
に
乳
が
ん

　
検
診
を
受
け
た
方
は
受
診
で
き

　
ま
せ
ん
。
ま
た
、
妊
娠
中
、
授

　
乳
中
の
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
託
児
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申

　
し
込
み
の
際
に
お
申
し
出
く
だ

　
さ
い
。

●問●問●問

●持

●所●対

●対

●時 ●所 ●時●所 ●時 ●対●内

●内 ●所 ●時

●申
●問

●申
●問●所 ●時

●申
●問

●申
●問

●申
●問

●申
●問

●申
●問

●申
●問

●申
●問

●￥

●所 ●時

●￥

●内●所 ●時●内
●申
●問●所 ●時●内 ●所 ●時●内

●所 ●時●対●所 ●時●対
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素敵な笑顔は「ケア　ケア　キュア」

県
歯
科
医
師
会
で
は
80
歳
で
ご
自

分
の
歯
が
20
本
以
上
あ
る
方
を
表

彰
し
ま
す
。

対
象

　
昭
和
４
年
３
月
31
日
以
前
に
生

　
ま
れ
た
方
（
平
成
21
年
３
月
31

　
日
時
点
で
80
歳
に
な
っ
て
い
る

　
方
）
で
、
ご
自
分
の
歯
が
20
本

　
以
上
あ
る
方
。
（
過
去
に
表
彰

　
さ
れ
た
方
は
除
き
ま
す
）

募
集
締
め
切
り

　
６
月
30
日

（月）

　
か
か
り
つ
け
歯
科
医
院
へ
申
し

　
出
て
く
だ
さ
い
。

●問

健
康
課
　
☎
23
‐
8
5
5
1

健康課　☎23‐8551

　
歯
は
食
事
を
し
た
り
、
お
話

を
し
た
り
、
健
康
で
過
ご
す
た

め
の
大
切
な
役
割
を
も
っ
て
い

ま
す
。

　
自
分
の
歯
が
な
く
な
る
と
、

食
べ
物
が
食
べ
に
く
く
な
っ
た
り
、

生
活
に
不
都
合
が
生
じ
て
き
ま
す
。

　
生
涯
自
分
の
歯
で
食
べ
る
た

め
に
は
、
歯
を
失
う
原
因
と
な

る
む
し
歯
、
歯
周
病
を
予
防
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
歯
周
病
は
歯
垢
（
プ
ラ
ー
ク
）

が
蓄
積
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
お

こ
る
慢
性
的
な
炎
症
で
す
。
症

状
は
口
臭
、
歯
ぐ
き
の
腫
れ
・

出
血
、
歯
と
歯
ぐ
き
の
間
に
隙

間
が
あ
く
等
で
す
。

　
ま
た
、
胃
腸
障
害
、
肩
こ
り
、

頭
痛
、
心
臓
や
肝
臓
に
炎
症
を

起
こ
す
な
ど
全
身
の
病
気
の
引

き
金
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
む
し
歯
や
歯
周
病
は
歯
み
が

き
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
食
事

や
ス
ト
レ
ス
、
喫
煙
等
の
生
活

習
慣
と
密
接
に
か
か
わ
り
あ
っ

て
い
ま
す
。
む
し
歯
や
歯
周
病

を
予
防
す
る
た
め
に
、
生
活
習

慣
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

健
康
な
歯
を
保
つ
た
め
の
生
活

習
慣

①
野
菜
不
足
に
気
を
つ
け
ま
し

　
ょ
う

②
よ
く
噛
ん
で
ゆ
っ
く
り
食
べ

　
ま
し
ょ
う

③
適
度
な
運
動
を
し
ま
し
ょ
う

④
喫
煙
・
肥
満
は
要
注
意
で
す

⑤
糖
尿
病
の
管
理
を
し
っ
か
り

　
し
ま
し
ょ
う

⑥
快
適
な
睡
眠
に
心
が
け
ま
し

　
ょ
う

⑦
ス
ト
レ
ス
は
な
る
べ
く
た
め

　
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

⑧
定
期
的
な
歯
科
健
診
を
受
け

　
ま
し
ょ
う

●問
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環境課　☎23‐7677　�23‐8388
kankyou@city.shinshiro.lg.jp
〒441-1392（住所不要） 新城市役所　環境課

生活衛生課　 ☎22‐0521

●em

●問 本

●問 本

　
６
月
５
日
は
「
環
境
の
日
」
で
す
。

国
連
で
は
、
日
本
の
提
案
を
受
け
て
６

月
５
日
を
「
世
界
環
境
デ
ー
」
と
定
め

て
い
ま
す
。
日
本
で
は
環
境
基
本
法
の

中
で
「
環
境
の
日
」
を
定
め
、
多
く
の

人
た
ち
に
環
境
保
全
に
つ
い
て
の
関
心

と
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、
積
極
的
に

活
動
を
行
う
意
欲
を
高
め
る
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
行
事
を
実
施
す
る
と
定
め
て

い
ま
す
。

　
国
や
市
を
含
め
事
業
者
・
市
民
・
市
民

団
体
が
一
体
と
な
っ
て
、
環
境
へ
の
取
り

組
み
を
重
点
的
に
行
お
う
と
す
る
の
が
「
環

境
月
間
」
で
す
。

　
こ
の
「
環
境
月
間
」
に
合
わ
せ
、
世
界

各
国
・
全
国
各
地
で
、
環
境
保
全
活
動
の

普
及
や
啓
発
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
も
、
毎
年
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た

だ
い
て
い
る
「
し
ん
し
ろ
ク
リ
ー
ン
フ
ェ

ス
タ
2
0
0
8
」
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
「
し
ん
し
ろ
ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
」
は
、

市
民
公
募
で
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
本
来

な
ら
、
お
役
的
な
活
動
と
な
る
清
掃
活
動

な
ど
を
、
市
民
自
ら
が
率
先
し
て
行
動
す

る
「
お
祭
り
」
の
よ
う
な
行
事
と
し
て
定

着
さ
せ
て
い
き
た
い
と
い
う
意
味
が
あ
り

ま
す
。

　
お
祭
り
感
覚
で
参
加
で
き
る
楽
し
い
環

境
保
全
活
動
の
場
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
皆

さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
積
極
的
な
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
「
し
ん
し
ろ
ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス

タ
２
０
０
８
」
で
は
、
昨
年
同
様
、
６
月

の
「
環
境
月
間
」
と
10
月
の
「
川
と
海
の

ク
リ
ー
ン
作
戦
」
の
２
回
の
実
施
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
公
園
や
学
校
周
辺
、
主
要

道
路
に
落
ち
て
い
る
空
き
缶
や
ご
み
な
ど

を
拾
う
環
境
美
化
活
動
を
市
内
全
域
で
展

開
し
ま
す
。
市
民
・
事
業
所
・
行
政
が
一

体
と
な
り
、
ご
み
の
な
い
き
れ
い
な
ま
ち

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。 を

開
催
し
ま
す

2
0
0
8

リ
サ
イ
ク
ル

　
　
情
報
コ
ー
ナ
ー

〔
譲
り
た
い
も
の
〕

�
家
庭
用
電
気
溶
接
機

�
手
洗
器
（
ト
イ
レ
ま
わ
り
製
品
）

�
洗
面
化
粧
台

�
学
習
机
（
子
ど
も
用
）

〔
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
〕

�
キ
ー
ボ
ー
ド
（
子
ど
も
用
）

「
譲
り
た
い
も
の
」
と
「
譲
っ
て
ほ
し

い
も
の
」
の
あ
る
方
は
、
①
名
前
　
②

住
所
　
③
電
話
番
号
を
環
境
課
へ
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

6
月
8
日

（日）

午
前
9
時
〜
10
時（
午
前
９
時
集
合
）

雨
天
の
場
合
は
、
15
日

（日）

※
ご
み
袋
、
軍
手
な
ど
を
現
地
で
お
渡
し

　
し
ま
す
。

◎
日
　
　
時
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257

301

301

151

151

新城市

鳳来寺山

三河川合

湯谷温泉

本長篠

新城

飯田線

川合

大野

下吉田

長篠

東名高速

海老

富岡

大海

高里

　
い
よ
い
よ
京
都
議
定
書
に
よ
る
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
期
間
が
到
来
し
ま
し
た
。

市
で
は
温
暖
化
の
現
状
や
世
界
と
交
わ

し
た
約
束
ご
と
な
ど
を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
次
の
と
お
り
親
と
子
の
環
境

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
講
座
で
は
、
燃

料
電
池
自
動
車
の
試
乗
も
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　
７
月
19
日

（土）
お
よ
び
24
日

（木）

　
い
ず
れ
の
日
も
午
前
９
時
30
分
か
ら

　
11
時
30
分
、
午
後
１
時
30
分
か
ら
３

　
時
30
分
の
全
４
回
を
実
施
し
ま
す
。

　
各
回
５
家
族
ず
つ

　
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

　
環
境
課
ま
で
、
ハ
ガ
キ
、
電
話
、
フ

　
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く

　
だ
さ
い
。

　
無
料

　
6
月
20
日

（金）
必
着

　
来
る
８
月
６
日

（水）
、
７
日

（木）
に
「
走

　
る
環
境
教
室
」
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
親
と
子
の
環
境
講
座
受
講
者
の
う
ち
「
走

　
る
環
境
教
室
」
へ
も
参
加
さ
れ
た
い

　
方
は
、
一
連
の
講
座
と
し
て
の
位
置

　
付
け
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

　
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
「
走
る
環
境
教
室
」
の
詳
細
は
、
来
月

　
の
「
ほ
の
か
」
7
月
号
で
お
知
ら
せ
し

　
ま
す
。
今
年
度
の
見
学
先
は
「
川
越

　
電
力
館
テ
ラ
46
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
新
城
市
環
境
基
本
条
例
第
７
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
よ
り
効
率
的
で
実
効
性
の
高

い
取
り
組
み
の
実
現
を
め
ざ
し
た
新
城
市

環
境
基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
「
新
城
市
環
境
基
本
計
画
（
案
）
」
に

対
し
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
制

度
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

　
５
月
19
日

（月）
〜
６
月
18
日

（水）

提
出
方
法

　
住
所
と
氏
名
を
記
入
の
上
、①
か
ら
④
の

　
い
ず
れ
か
の
方
法
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

①
環
境
課
に
持
参
す
る
。
た
だ
し
、
土
・

　
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
午
前
８
時

　
30
分
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で
。

②
郵
送
す
る
。

③
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
信
す
る
。

④
Ｅ
メ
ー
ル
で
送
信
す
る
。

※
電
話
に
よ
る
ご
意
見
の
提
出
は
、
受
け

　
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

閲
覧
期
間
　
募
集
期
間
と
同
じ

閲
覧
の
方
法
お
よ
び
場
所

・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
本
庁
環
境
課

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
午
前

　
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で
。

東郷中学校周辺
【集合場所】
東郷中学校

開成小学校周辺
【集合場所】
開成小学校

菅守小学校周辺
【集合場所】
菅守小学校

桜淵公園周辺
【集合場所】
木かげプラザ

豊川右岸・牟呂松原
頭首工周辺

【集合場所】
豊島河川敷広場

「
新
城
市
環
境
基
本
計
画
（
案
）
」
へ
の

意
見
を
募
集
し
ま
す

国道301号東名高速下周辺
〈富岡地内〉

【集合場所】富岡ふるさと会館

鳳来東小学校周辺

【集合場所】
鳳来東小学校

東陽小学校周辺

【集合場所】
東陽小学校

山吉田小学校周辺

【集合場所】
山吉田小学校

黄柳野小学校周辺

【集合場所】
黄柳野小学校

各地区集合場所
案内図

環
境
課

☎
23
‐
7
6
7
7
　
�
23
‐
8
3
8
8

ka
n

kyo
u

@
c

ity.sh
in

sh
iro

.lg
.jp

　

〒
４
４
１
‐
1
3
9
2
（
住
所
不
要
）

新
城
市
役
所
　
環
境
課
あ
て

●時●￥●〆●他 ●定●応

●問
■本●em
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シリーズ第12話

新城市民病院

　 脳神経外科

　　副院長　村木正明

●問 市民病院　総務課
☎ 23‐7852

　
最
近
よ
う
す
が
お
か
し
い
…
、
ボ

ケ
ち
ゃ
っ
た
か
も
…
と
考
え
る
前
に
、

最
近
頭
を
打
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　
脳
神
経
外
科
の
病
気
と
い
う
と
急

激
な
意
識
障
害
を
伴
っ
た
り
、
麻
痺

や
頭
痛
、
痙
攣
と
い
っ
た
激
烈
な
症

状
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
よ
う
で
す
が
、

慢
性
硬
膜
下
血
腫
の
よ
う
に
徐
々
に

進
行
す
る
病
気
も
あ
り
ま
す
。

　
最
近
め
っ
き
り
動
作
や
受
け
答
え

が
緩
慢
に
な
っ
た
、
何
だ
か
よ
う
す

が
お
か
し
い
け
ど
年
の
せ
い
か
も
…

と
思
わ
れ
て
い
る
方
の
中
に
は
、
頭

を
打
っ
た
こ
と
が
原
因
で
頭
の
中
に

ジ
ワ
ジ
ワ
と
出
血
し
、
数
週
間
か
ら

数
カ
月
後
に
な
っ
て
慢
性
硬
膜
下
血

腫
を
起
こ
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
、

注
意
が
必
要
で
す
。

　
頭
を
打
っ
た
直
後
の
変
化
で
あ
れ

ば
多
く
の
方
が
気
づ
く
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
が
、
周
り
の
人
が
忘
れ
る

頃
に
な
っ
て
発
症
す
る
こ
と
も
多
く
、

頭
部
打
撲
の
ほ
か
に
肝
機
能
障
害
（
長

い
飲
酒
歴
）
や
、
脳
梗
塞
、
不
整
脈

治
療
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
抗
凝
固
剤

や
抗
血
小
板
剤
が
誘
引
と
な
る
こ
と

も
あ
り
、
中
高
年
や
男
性
に
多
く
み

ら
れ
ま
す
。

　
脳
梗
塞
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
脳
血
管
障
害
と
症
状
は
似
て
い

ま
す
が
、
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
で
確

実
に
診
断
で
き
ま
す
。

　
脳
血
管
障
害
の
ほ
と
ん
ど
が
後
遺

症
を
残
し
て
し
ま
う
の
に
対
し
て
、

慢
性
硬
膜
下
血
腫
は
手
術
を
し
て
溜

ま
っ
て
い
る
血
を
チ
ュ
ー
ブ
で
抜
き

取
れ
ば
劇
的
に
良
く
な
り
ま
す
。
直

ち
に
命
に
関
わ
る
ほ
ど
緊
急
性
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
放
置
す
れ
ば
血
腫
が

さ
ら
に
増
大
し
て
脳
を
圧
迫
し
、
意

識
障
害
や
麻
痺
へ
と
病
状
が
悪
化
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
早
め
に
手
術

す
る
こ
と
で
速
や
か
に
回
復
で
き
る

の
で
、
お
心
当
た
り
や
疑
わ
し
い
と

き
に
は
脳
の
画
像
診
断
を
受
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
脳
の
状
態
は
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
と
い

っ
た
画
像
検
査
を
し
て
み
な
い
こ
と

に
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
で
す

が
、
あ
れ
こ
れ
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に

脳
神
経
外
科
を
受
診
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
脳
は
頭
蓋
骨
側
か
ら
中
心
に
向
っ

て
硬
膜
、
く
も
膜
、
軟
膜
の
３
層
の

膜
に
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
慢
性
硬
膜
下
血
腫
は
、
硬
膜
の
内

側
に
出
血
が
起
き
溜
ま
っ
た
状
態
で
、

血
液
の
量
が
多
く
な
る
と
次
第
に
脳

を
圧
迫
し
て
思
考
能
力
の
低
下
、
歩

行
障
害
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
で

て
き
ま
す
。

正常な脳のＣＴ

慢性硬膜下血腫のCT

三日月様に黒く見え

るところが溜まった

出血です

む ら 　 き 　 ま さ 　あ き

ま
　
　
ひ

け

い

れ

ん

ま

ん

せ

い

こ

う

ま

く

か

け

っ

し

ゆ

まんせいこうまく か けっしゆ

か

ん

ま

ん

こ

う

ぎ
ょ
う

こ

ざ

い

の

う

こ

う

そ

く

こ

う

け
っ
し
ょ
う
ば

ん

ざ

い

ま

　

ひ

ま

ん

せ

い

こ

う

ま

く

か

け

っ

し

ゅ

な

ん

ま

く

こ

う

ま

く
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19年 34

26

－8

0

0

0

47

28

－19

47

28

－19

86

101

15

20年

増減

4月中

松
本
　
佑
香

里
村
　
優
羽

森
田
　
千
穂

梅
村
　
和
武

山
本
　
紗
希

加
藤
　
翔
天

鈴
木
　
優
藍

�
柳
　
宗
哉

佐
藤
　
聖
華

伊
藤
　
昂
平

河
合
め
い
な

尾
�
美
理
愛

奈
女
田
祥
生

小
林
　
大
晟

中
村
　
真
央

安
田
　
優
羽

小
野
曽
　
歩

金
原
　
茉
南

�
村
　
心
美

原
田
　
春
輝

梶
原
　
　
遥

女女女男女男女男女男女女男男男女男女女男男

正誠
　
　

圭
一
　

和
宏

康
二
　

孝
幸
　

智
博
　

良
典
　

勝
　
　

俊
輝
　

誠
　
　

義
鷹
　

裕
文
　

幹
治
　

英
二
　

慶
正
　

亨
　
　

宏
明

直
史
　

明
　
　

清
人
　

川
田
　

川
田
　

富
永
　

杉
山
　

豊
島
　

富
岡
東
部

大
野
田

平
井
　

杉
山
　

野
田
　

富
永
　

諏
訪
　

富
沢
　

杉
山
　

平
井
　

野
田
　

上
市
場
東
住
宅

大
平
　

山
　
　

川
路
　

東
新
町

氏
　
　
　
名
　
　
　
　性
別
　
　保
護
者
　
　
　

地
　
区

県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

1
年
365
日
24
時
間
最
寄
り
の
医
療
機

関
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
 
 
 

☎
22
‐
1
1
3
3

h
ttp

://w
w

w
.q

q
.p

re
f.a

ich
i.jp

/

県
小
児
救
急
電
話
相
談

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
の

午
後
７
時
か
ら
午
後
11
時
ま
で
小
児

の
救
急
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

  

☎
＃
8
0
0
0
〔
短
縮
電
話
番
号
〕

  

☎
0
5
2
‐
2
6
3
‐
9
9
0
9

く
す
り
・
医
療
用
品
な
ど
に
関
す
る

緊
急
の
相
談
・
質
問
な
ど

問
い
合
わ
せ
 

新

城

薬

剤

師

会

開
設
時
間

　
午
後
９
時
〜
翌
朝
午
前
９
時

  

☎
0
9
0
‐
5
0
0
7
‐
1
2
0
0

県
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

く

す

り

安

心

電

話

4月届出分
4月1日～30日の間に届出のあった赤ちゃんです。

届出人の承諾を得て掲載させていただいています。

※印は前々日までにご予約ください

児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こ こ ろ の 健 康 相 談

育 児 相 談

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

市 民 活 動 相 談

女性悩みごと電話相談

身 体 障 害 者 福 祉 相 談

消 費 生 活 相 談

人 権 行 政 相 談

年 金 相 談

無 料 住 宅 耐 震 相 談

新城設楽児童相談センター

各 保 健 セ ン タ ー

作手保健センター

作手保健センター

新城保健センター

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

鳳来開発センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター相談室

作手開発センター和室

はつらつセンター

じ ょ う ほ う 課

しんしろ福祉会館相談室

勤労青少年ホーム

市民体育館第１・2会議室

作手開発センター

勤労青少年ホーム

都 市 計 画 課

鳳 来 総 合 支 所

毎週月～金曜日　（要予約）

6/2（月）　午前9時　（要予約）

6/2（月）　午前10時　（要予約）

6/6（金）　　午前10時　（母子健康手帳持参）

6/17（火）　午前9時30分　（母子健康手帳持参）

毎週月～金曜日　午前10時～午後5時　（要予約）

6/12（木）午前10時～午後3時※9日（月）正午までに要予約

6/27（金）午前10時～午後3時※24日（火）正午までに要予約

6/11（水）、25（水）　午後1時～4時　（要予約）

6/5（木）、19（木）　午後1時～4時

6/4（水）、18（水）　午後1時～4時

6/9（月）　午後1時～4時

6/25（水）　午後4時～8時　（要予約）

6/10（火）、24（火）　午前10時～午後2時

6/13（金）　午後1時～4時

6/17（火）　午後1時～4時　（要予約）

6/10（火）　午前10時～午後3時

6/10（火）　午前10時～午後3時

6/24（火）午前10時～午後3時※年金の代理請求は委任状必要

6/7（土）、21（土）　午前9時～正午　（要予約）

6/14（土）　午前9時～正午　（要予約）

新城設楽児童相談センター

新城保健センター

鳳来保健センター

作手保健センター

作手保健センター

作手保健センター

新城保健センター

学 校 教 育 課

司 法 書 士 会

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

社会福祉協議会作手センター

じ ょ う ほ う 課

フリ ー ダ イ ヤ ル

社 会 福 祉 協 議 会

商 工 課

市 民 課

作手総合支所市民福祉課

保 険 医 療 課

都 市 計 画 課

鳳来総合支所経済建設課

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

23-7366

23-8551

32-2811

37-2839

37-2839

37-2839

23-8551

23-7652

22-4076

23-5618

23-5618

38-1481

23-7623

0120-874-412

23-5618

23-7634

23-7628

37-2211

23-7625

23-7640

32-1977

相 談 名 な ど � 　　　　　　　　　　　と　　　　　き� 　　　　　　　　と こ ろ �　　申し込み・問い合わせ

※

6月の各種相談

市内の交通事故状況

区

件

死傷者（人）

死　者 負傷者 計

人身

事故

件数

物損

事故

件数

88

84

－4

1

1

0

116

95

－21

117

96

－21

363

396

33

19年

20年

増減

分

累計
4月末
現在

み
　

り
　
あ

な
　
　め
　
た

お
　
の
　

そ

き
ん

ぱ
る

か
じ

わ
ら

ゆ

う

か

　
ゆ
　

う

　
ち
　

ほ

　な
ご

む

　
さ

き

し
ょ
う
ま

ゆ
う
　
あ

そ
う
　
や

き
よ
　
か

こ
う

へ
い

さ
ち
　
お

た
い

せ
い

　
ま
　

お

ゆ
う
　
は

　

あ
ゆ
む

　
ま
　
な

こ
こ
　
み

は
る
　
き

　
　

よ
う
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しんしろ市民活動サポートセンター
運営委員会

設　　立　平成10年5月設立

理 事 長　荻野孝子　実働会員　約40人

活動内容　①ミニデイサービス、②家事援助

　　　　　③弁当・伝統食づくり、④農産加工品・販売

　　　　　⑤新城市民病院院内ボランティア

　　　　　⑥地域づくりボランティア（他団体事業協力）

連 絡 先　〒441-1634　長篠字日焼7-1

電話・FAX32-9414 または22-4135

（JA愛知東ふれあい相談課）

http://www.tcp-ip.or.jp/jp̃ovf/

http:/ shinshirosimin.hamazo.tv/

皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
広
報
し
ん
し
ろ
「
ほ
の
か
」
で
は
、
こ
の
『
し
み
ん
の
ト
ビ
ラ
』

へ
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
紹
介
や
募
集
、
地
区
の
出
来
事
な
ど
、
皆
さ
ん
か
ら
の

耳
寄
り
な
話
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■本
じ
ょ
う
ほ
う
課
　
☎
23
‐
7
6
2
3

●問

お問い合わせは、当センター受付へ

新城市字町並304-4
JR新城駅南200m　無料Pあり
TEL24-0001　 FAX22-1112

開館時間は午前9時～午後8時
休館日は月曜日（国民の休日のとき
は、その翌日）

E-mail：kanri@machinami.info 
http://www.machinami.info

　
　
く
し
ん
ぼ
う
の
会
設
立
の
き
っ
か
け
は
、

　
　
愛
知
県
で
も
高
齢
化
率
の
高
い
奥
三
河
地

域
で
活
動
し
て
い
る
J
A
愛
知
東
の
女
性
部
員

が
高
齢
者
対
策
研
修
会
を
受
講
し
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
資
格
を
取
得
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

し
た
。

　
　
在
の
活
動
の
中
心
は
、
旧
鳳
来
町
と
旧
新

　
　
城
市
内
24
箇
所
の
公
民
館
や
集
会
場
で
行

う
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
年
間
開
催
回
数

は
183
回
に
も
の
ぼ
り
、
地
域
の
高
齢
者
を
対
象

に
介
護
予
防
の
体
操
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
お
し

ゃ
べ
り
、
お
弁
当
給
食
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
他
に
戸

別
訪
問
を
行
う
家
事
援
助
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
れ
ら
の
事
業
は
、
行
政
か
ら
の
委
託
や
J

　
　
A
か
ら
の
支
援
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
資

金
的
自
立
に
向
け
た
活
動
模
索
と
農
家
女
性
と

し
て
地
元
農
産
品
を
紹
介
す
る
た
め
に
、
焼
肉

の
タ
レ
と
遊
休
地
を
利
用
し
栽
培
し
た
サ
ツ
マ

イ
モ
を
使
っ
た
お
菓
子
な
ど
、
地
域
の
伝
統
的

な
家
庭
料
理
か
ら
発
案
さ
れ
た
加
工
品
製
造
・

販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
ら
に
、
平
成
18
年
か
ら
は
新
城
市
民
病
院

　
　
の
院
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
、
受
付

機
・
支
払
機
の
取
扱
い
、
各
科
診
察
室
へ
の
案

内
、
車
椅
子
が
必
要
な
方
へ
の
支
援
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
　
後
の
課
題
は
、
①
行
政
制
度
の
枠
を
超
え
、

　
　
過
疎
山
村
地
域
の
市
の
現
状
に
即
し
た
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
実
行
、
②
後
継
者
育
成
、
特
に

地
域
の
若
い
方
の
参
加
促
進
、
③
資
金
面
等
自

立
で
き
る
組
織
基
盤
づ
く
り
、
④
地
域
（
集
落
・

自
治
区
）
の
主
体
性
を
重
視
し
た
事
業
内
容
へ
の

移
行
で
す
。

　
　
年
で
活
動
は
10
年
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、

　
　
今
後
も
奥
三
河
地
域
の
住
民
の
視
点
で
困

っ
た
と
き
に
お
互
い
助
け
合
い
支
え
あ
え
る
地

域
づ
く
り
を
広
げ
て
い
き
た
い
そ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
取
材
:

ア
キ
ラ
）

「新
城ま
ちなみ情

報センター」からの定期便
「新
城ま
ちなみ情

報センター」からの定期便

▲パソコンの悩み事を解決するために、市内の各

　種各様のパソコン教室をご紹介します。

　～受付にご相談ください～

▼新企画▲　　　～ し ん し ろ 千 の 旅 語 り ～

　あなたの自慢の新城を観光商品にして情報発信

　します！

�お寺巡り、川遊び、たけのこ掘、収穫体験･･･

　何でもないこんな事が市外の人たちを呼び込み、

　お金を回し新城を活気づける。

○ 急募！「あなたの新城自慢を教えてください！」

　今秋の旅行シーズンに向け大手旅行会社に協力

　を求め旅行商品を創る計画です。まずは、「あ

　なたの自慢とする新城情報」をエントリーして

　下さい。受付にエントリーシートを置きます。

　また、メールでの問い合わせにシートを返信します。

　…あなたの旅語りが人々の心の原風景になる　

　かも。奮って、楽しんで、応募してください。

つ

さ今今

現こ

おぎ の たか こ
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　地球が誕生して46億年。長い歴史のあいだに、多くの生物が誕生

と絶滅を繰り返してきました。1億6千万年もの間、地上に君臨し、

突然姿を消した恐竜もその１つです。その謎をさぐるべく、関根勤

ふんする「博士」と「助手」のはしのえみが恐竜のくらす時代にタ

イムスリップします。迫力の大画面で繰り広げられる、ドキドキ・

ワクワクの世界をのぞいてみよう!!

�上映期間／8月31日（日）まで

�上映時間／

　土・日・祝休日：午前10時半・11時半、午後1時・2時・3時　　　　　

　火～金曜日：午前10時半（予約団体用）・11時半、午後1時半・3時　
�上映は都合により変更する場合があります。
�7月13日（日）は開館20周年記念シンポジウム開催のため上映はお休みします。

�観覧料／高校生以上500円（400円）、中学生以下200円（160円）
※総合動植物公園の入園料が別途必要。（　）は、30名以上の団体料金です。

5歳
（平成14年6月13日生）麻衣花ちゃん

父　藤田　泰正さん

母　　　　清江さん（新城・平井）

TEL  36-0211　e-mail　ta-minal@smile.ocn.ne.jpTEL  32-2212　e-mail　ariina@smile.ocn.ne.jp

TEL  35-1191　e-mail　nouen@smile.ocn.ne.jp

山びこの丘ほか3施設の指定管理者からの定期便

無料ゆ～ゆ～バス ちびっ子あつまれ種まき体験
山びこの丘で、かぼちゃ・枝豆・落花生の種まき体験しよう!

新城南部コース誕生

手作りパン、山びこの丘弁当も大人気!

山 び こ の 丘

鳳来ゆ～ゆ～ありいな サイクリングターミナル

　若葉の息吹きを感じながらテニス

や川遊び、バーベキューが清流寒

狭川のほとりで満喫できます。家族

連れグループ等でご利用ください。

月曜日
・海老コース
・新城西部コース
水曜日
・市役所・長篠コース
・新城南部コース
木曜日
・山吉田コース
金曜日
・鳳来西コース

　昨年9月から運行しています

「ゆ～ゆ－バス」の路線が市内6コ

ースとなりました。ゆ～ゆ～バスを

利用してぜひ鳳来ゆ～ゆ～ありい

なへお越しください。

2歳
（平成17年5月10日生）さくらちゃん

父　生田　智之さん

母　　　　尚子さん（鳳来・大野）

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
初
め
て
登
場
す
る
お
子
さ
ん
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

※
5
月
16
日
発
行
日
現
在
の
年
齢
で
す

※詳細はお問い合わせください。※雨天の場合は中止します

　小さなお子さんでも

参加できます。自分で

種まきをした野菜を秋に

は収穫して取りたて野

菜の美味しさを味わってみませんか?

体験料は１人300円です。

詳細は電話でお気軽にお問い合わせください。

4月9日より
開催日（毎週土曜日）

　7日・14日　えだまめ
14日・21日 かぼちゃ
21日・28日 落花生

（左）

3歳
（平成17年4月7日生）明 那ちゃん（右）

麻 ｢鉄棒やれたよ、一輪車のれたよ｣

明 ｢ネズミランドに行きたい

　　　　　　（ディズニーランド）｣

｢将来はパパのお嫁さんになるの�｣

「
大
型
映
像
製
作
委
員
会
」

お問い合わせ  豊橋市自然史博物館　 豊橋市大岩町字大穴1-238　TEL 0532-41-4747

ま　　い　　か

やすまさ

きよ　え

は　る　　　な

ともゆき

ひさ こ
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広
報
し
ん
し
ろ

　
新
城
市
は
、
書
を
親
し
む
環
境
に

恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
鳳
来
寺
硯
や
豊

橋
筆
な
ど
、
一
流
の
道
具
が
私
た
ち

の
身
近
な
所
で
作
ら
れ
て
い
る
か
ら

で
す
。
心
豊
か
に
字
を
書
く
楽
し
さ

を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
私
が
小
中
学
校
で
書
道
の
授
業
を

担
当
す
る
時
は
、
最
初
に
こ
う
言
い

ま
す
。

　
「
字
が
下
手
な
人
は
い
ま
せ
ん
。

イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
、
心
を
こ
め

て
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
今
日
は
お

手
本
な
し
の
授
業
で
す
。
」

　
す
る
と
、
つ
ま
ら
な
そ
う
に
私
を

眺
め
て
い
た
子
ど
も
た
ち
の
目
が
急

に
キ
ラ
キ
ラ
し
て
き
ま
す
。
　

　
次
は
イ
メ
ー
ジ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
す
。

「
海
と
川
の
情
景
を
思
い
浮
か
べ
て
、

そ
れ
ら
の
字
を
ど
ん
な
風
に
書
こ
う

か
自
由
に
思
い
描
い
て
く
だ
さ
い
」

期
待
さ
れ
る
の
は
次
の
よ
う
な
イ
メ

ー
ジ
で
し
ょ
う
か
。

「
海
」
：
濃
い
墨
を
た
っ
ぷ
り
つ
け

て
力
強
く
、
大
き
く

「
川
」
：
淡
墨
で
、
流
れ
る
よ
う
に

優
し
く
、
繊
細
に
　

　
墨
の
濃
さ
や
に
じ
み
、
か
す
れ
の

手
法
で
、
趣
の
あ
る
作
品
に
な
る
こ

と
を
説
明
し
、
で
き
る
限
り
墨
を
磨

っ
て
書
く
よ
う
に
す
す
め
ま
す
。

　
あ
る
時
「
身
の
回
り
の
物
に
字
を

書
い
て
み
ま
し
ょ
う
」
の
授
業
で
、

野
球
部
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
子
は
、
ボ
ー

ル
に
「
一
球
」
と
書
き
ま
し
た
。
勢

い
の
あ
る
筆
使
い
に
「
こ
の
球
に
賭

け
る
」
と
い
う
想
い
が
表
れ
て
い
ま

す
。

「
集
中
力
の
あ
る
良
い
字
で
す
ね
」

と
言
う
と
、

「
僕
、
初
め
て
字
を
ほ
め
ら
れ
た
」

と
、
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

　
二
年
前
、
私
は
「
岩
城
忠
雄
追
悼

展
（
亡
き
夫
・
岩
城
の
撮
影
し
た
写

真
と
私
の
書
と
の
展
覧
会
）
」
を
開

く
機
会
を
得
ま
し
た
。
こ
の
時
の
た

め
に
と
手
に
入
れ
た
金
鳳
石
の
硯
は
、

名
倉
鳳
山
氏
の
力
作
で
、
私
は
宝
石

よ
り
も
美
し
い
と
思
っ
た
ほ
ど
で
す
。

　
そ
し
て
、
医
王
寺
の
境
内
を
流
れ

る
山
清
水
を
使
っ
て
墨
を
磨
り
、
奥

三
河
の
自
然
を
愛
し
た
岩
城
へ
の
想

い
を
こ
め
て
作
品
を
書
き
ま
し
た
。

　
ま
た
三
月
に
、
岩
城
の
友
人
か
ら

一
通
の
絵
は
が
き
が
届
き
ま
し
た
。

　
『
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
滞
在
も
４
カ

月
半
が
過
ぎ
ま
し
た
。
犬
ゾ
リ
旅
行

の
最
終
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
い

い
報
告
が
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
抜
粋
）
』

　
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
山
を
滑
る
の

は
岩
城
の
夢
で
し
た
。
そ
の
事
を
覚

え
て
い
て
、
私
宛
て
に
現
地
か
ら
手

書
き
の
絵
は
が
き
を
送
っ
て
く
れ
た

の
で
す
。
　
　
　
　
　

　
私
は
、
こ
の
方
に
お
会
い
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
彼
の

笑
顔
や
、
犬
ゾ
リ
で
雪
原
を
疾
走
し

て
い
る
姿
が
思
い
浮
か
ん
で
き
ま
し

た
。

　
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
の
普
及
で

便
利
な
世
の
中
に
な
り
ま
し
た
が
、

活
字
で
は
伝
え
る
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

市
民
編
集
委
員

　
　
青
山

芳
子

ふ

く

た

ん

ぼ

く

お
も
む
き

い
わ

き

た
だ

お

つ
い

と
う

い
わ

き

ば
っ
す
い

き

ん

ぽ

う

せ

き

な

ぐ

ら

ほ

う

ざ

ん

い

お

う

じ

す

す
ず
り

よ
し
　
こ




